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Ⅰ 理学部の現況及び特徴 

１ 現況  

（１）大学名  お茶の水女子大学理学部 

（２）所在地  東京都文京区 

（３）学部等の構成 

学科：数学科、物理学科、化学科、生物学科、 

情報科学科 

（４）学生数及び教員数（平成30年５月１日現在） 

 学生数：学部567人 

専任教員数：61人 

助手数：0人 

 

２ 特徴 

お茶の水女子大学理学部は、その前身である東京女子高

等師範学校の時代から、日本初の女性学士、博士である黒

田チカ、保井コノをはじめ、優れた女性研究者、教育者を

輩出して来た。1950 年に、数学科、物理学科、化学科、

生物学科の４学科を有する理学部が設置され、1990 年に

情報科学科が設置されて５学科体制となり、現在に至って

いる。 

上述のような伝統を有する本学理学部は、これまで一貫

して自然界の成り立ちや現象の中に見出される普遍性を

学び、物事の本質を理解する「真理の探究」という姿勢を

重視してきた。その基盤の上で、「広い視野に立った基礎

科学教育を行い、その教育を通じて社会の様々な領域にお

けるリーダーとして活躍できる女性を育成すること」を基

本的理念としている。 

理学部５学科の学生数は 125 名であり、小規模ではある

ものの、できるだけ広い学問分野を含み、それぞれの分野

で活躍している人材を教員として配置し、少数精鋭主義の

下で基礎科学教育を行ってきている。一方、社会の様々な

ニーズに答えるべく、全学的な敎育改革にも参画し、文理

融合リベラルアーツ教育及び複数プログラム選択履修制

度に、理学部の特色を生かしたプログラムを導入すること

で学内の教育改革の一翼を担ってきた。 

平成27年度生より、多様な目標を持つ学生に対応するた

め、学部と大学院前期課程との６年間一貫連携プログラム

を導入した。理学部では、理学専攻とライフサイエンス専

攻との連携を図り、「修士早期修了コース」、「海外研修・

長期インターンシップコース」、「専門特化コース」の３

つのコースを用意し、学生の多様なニーズに応えるべく新

たな仕組み作りを行なっている。 

 平成28年度より、文部科学省の委託事業である成長分野

を支える情報技術人材の育成拠点の形成（enPiT）「ビッグ

データ・ＡＩ・クラウド技術を用いた課題解決人材育成」

事業に、連携大学の一つとして加わり、ビッグデータ処理

技術、ＡＩ技術、クラウド技術等の基盤技術の教育及び産

学の協働ネットワーク構築を通して、当該分野の優秀な学

部学生の育成に力を入れている。 

 理学部では、これまでの基礎教育を重視した教育方針を

継続し、各学問領域のフロンティアに関わることのできる

卒業研究をはじめ、多彩な専門教育を通して、それぞれの

分野についての深い学識と研究の基礎能力、及び探求力を

身につけた女子学生の育成を行っている。 
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Ⅱ 目的 
 

理学部の教育は、以下に示す大学憲章（Web 資料目的-1）に掲げた理念を実現すべく、高い倫理観と専門能力を備えた女性人材を

育成し、国内外を問わず、それらの人材が活躍できる場を開拓していくことを目指している。 

 １）お茶の水女子大学は、一人ひとりを大切にする豊かな教育文化を維持し続ける。 

 ２）お茶の水女子大学は、未来を拓く基礎研究を重視する。 

 ３）お茶の水女子大学は、海外との研究・教育上の人的交流・文化的交流を意欲的に進め、広く活動を展開し、国際社会において

固有の存在感を発揮する。 

 

１．教育に係る目的 

現代社会では、女性研究者・技術者の活躍が益々期待されている。この様な社会の要請に答えるべく、理学部は、社会の中でリー

ダーとして活躍できる高度専門知識を有する女性人材を育成することを目標としている。中でも、理学部の特徴と性格に基づき、時

代の変化に左右されない基礎を身につけることを重視した教育を行い、その上で、グローバルな社会に適応できる語学力や境界領域

に適応できる広がりを持った教育により、高度な専門知識を有する女性人材を育成することを目的とする。 

そのための具体的教育方針を以下に示すカリキュラムポリシーとして掲げている（Web資料目的-1）。 

 

（１）理学は、自然の成り立ちの原理・法則を探求する学問である。人類の英知が蓄積された理論や知識を深く知り、さらに新た

な謎に挑むための柔軟な思考力と問題解決能力を習得し、自然とその中で展開する人間活動とを扱う様々な場面において、貢献

できる力を身につける。 

（２）コア科目（教養科目）の履修によって、文理にまたがる総合的な教養と高い外国語力を身につける。 

（３）数学、物理、化学、生物学、および情報科学にかかわる専門教育プログラムにおいて、講義・演習・実習・実験を通して、

理学的態度を身につけて、自然と人間とがかかわる様々な問題を探究するために必要な知識や技能を習得する。 

（４）複数プログラム選択履修制度では、第１のプログラム（必修）として、所属する学科の開設する主プログラムを履修する。

次に第2のプログラム（選択必修）として、専門領域に深く特化する強化プログラム、他の専門領域を横断して学ぶ副プログラ

ム、領域融合型・学際型の学際プログラムのいずれかを選択し履修する。これによって、高い専門性に支えられた実践力やリー

ダーシップを学ぶ。  

（５）自然科学の高度な専門性を自らの力とするために、卒業研究が必修となっている。教員の指導のもとに研究テーマにかかわ

るデータを収集・解析し、自ら結論を導き、さらに多くの人々と議論し考察を深めて、卒業研究を完成する。 

（６）高等学校と中学校の教員免許取得ならびに、学芸員資格の取得にかかわる科目を履修することができる。 

 

２．研究に係る目的 

理学部では、科学の諸分野において基礎に重点を置きつつ創造性ある研究を行うこと、及び境界領域を開拓することが研究の主要

な目的である。そのような研究活動を通して、女性指導者・女性研究者を育成することを基本理念としており、世界で活躍する女性

研究者・技術者の育成を通して、男女共同参画社会の実現に寄与することを目標としている。これらを実現するため次の諸項目を挙

げる。 

（１）創造性と個性ある研究を推進し、その基礎的研究成果が国際的に認知される研究を行う。 

研究を活発化して研究の拠点化を図り、国際交流を促進して高度な研究水準を維持するとともに、国際学会への参加を通して、

国際的に認知される研究を行う。併せて、研究活動の社会への発信を積極的に行い、研究成果の社会への還元を図る。 

（２）境界領域の分野を発展させる。 

基礎科学の分野において個性的な発想で独創的な研究を行うとともに、分野横断的な研究者間の交流を図り、新領域・境界領
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域の分野を開拓する。併せて、学内プロジェクト研究を遂行して重点課題や学際領域の研究を遂行する。 

（３）グローバルに活躍し得る十分な基礎と適応力を備えた女性研究者を育成し、社会に貢献する。 

世界の女性研究者、特にアジアの研究者との間にネットワークを形成し、連携の下に共同研究を行い、その成果を世界に発信

する。 

 

Web資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

目的-1 
お茶の水女子大学憲章 
(http://www.ocha.ac.jp/introduction/charter/index.html) 

目的-2 
学部課程のカリキュラム・ポリシー 
(http://www.ocha.ac.jp/program/curriculum_policy/undergrad.html) 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 
 

基準１ 大学の目的及び部局等の使命・目的 
 

（１）観点ごとの分析 

 

観点①： 大学の目的（学部、学科又は課程等の目的を含む。）が、学則等に明確に定められ、その目的が、学

校教育法第83条に規定された、大学一般に求められる目的に適合しているか。 

 

【観点に係る状況】 

学校教育法第83条では、大学一般に求められる目的について、「大学は、学術の中心として、広く知識を授

けるとともに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展開させることを目的とする。」

及び「大学は、その目的を実現するための教育研究を行い、その成果を広く社会に提供することにより、社会

の発展に寄与するものとする。」と規定している。これに沿って、学則第１条に本学の目的を定めている（資

料1-①-A）。理学部には数学科、物理学科、化学科、生物学科、情報科学科の５学科を置き、理学部及びそれ

ぞれの学科の教育目的については、学則第５条第１項及び第２項に明確に定められている（資料1-①-B）。 

学則で定められているように、本学の掲げる目的は「広く知識を授け、深く専門の学術を教授、研究し、知

的、道徳的及び応用的能力を養い」、これによって、「社会の諸分野における有為にして教養高き女子を養成し、

併せて文化の進展に寄与すること」である。理学部の目的は「理学の基礎知識を修得し、大学院において高度

な教育を受けるための能力を有する人材及び理学の基礎知識を活用し社会の多様な分野において主導的役割

を果たすことができる人材を養成すること」であり、また、各学科の目的は、この理学部の目的を各専門領域

の特質に即して展開したものである。 

 

 

  

資料1-①-A 大学の目的 

国立大学法人お茶の水女子大学学則（抜粋） 

（目的） 

第１条 国立大学法人お茶の水女子大学(以下「本学」という。)は、広く知識を授け、深く専門の学術を教授、

研究し、知的、道徳的及び応用的能力を養い、もって社会の諸分野における有為にして教養高き女子を養成

し、併せて文化の進展に寄与することを目的とする。 

（出典：大学規則集） 
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資料1-①-B 理学部の目的 

国立大学法人お茶の水女子大学学則（抜粋） 

（理学部の目的） 

第５条 理学部は、理学の基礎知識を修得し、大学院において高度な教育を受けるための能力を有する人材及び

理学の基礎知識を活用し社会の多様な分野において主導的役割を果たすことができる人材を養成することを

目的とする。 

２ 前項の目的を達成するため、第３条第１項に定める理学部各学科の目的は、次に掲げるとおりとする。 

（１） 数学科 

数学科は、数学的素養と論理的思考力を備え社会の様々な分野で主導的役割を果たすことができる人材

及び現代数学の基礎知識と数学的論理思考を身に付け数理的諸科学の発展に貢献できる人材を養成する。 

（２） 物理学科 

物理学科は、自然科学の基礎である物理学の基礎知識を修得し、それを実際の問題に適用して解決する

能力を身に付けた人材を養成する。 

（３） 化学科 

化学科は、様々な物質から成り立つ自然界を、原子・分子の構成とその変化の視点で捉え、得られた知

識を体系化しつつ、化学の諸分野はもとより、生物学、物理学などの基礎分野から、工学や薬学、農学、医

学、地球科学、情報学など多彩な応用分野まで幅広く展開できる人材を養成する。 

（４） 生物学科 

生物学科は、「生き物」の複雑で多様な生命現象を科学的に解析する力を養い、幅広い知識に基づいた

柔軟で論理的な思考力を有して豊かな人間社会の構築に貢献できる人材を養成する。 

（５） 情報科学科 

情報科学科は、20世紀に登場し新しい科学の対象となった「情報」というものを探究するための基礎と

なる知識や方法論と、その種々な応用の実態を学び、更にその成果の上に、これらを自ら開拓するための研

究力の基礎を身に付けた人材を養成する。 

（出典：大学規則集） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

学校教育法第83条に沿って、学則第１条に本学の目的を定め、理学部及びそれぞれの学科の教育目的につ

いては、学則第５条第１項及び第２項に明確に定めている。また、各学科の目的は、この理学部の目的を各専

門領域の特質に即して展開したものである。 

これらのことから、大学の目的、及び学部・学科の養成すべき人材像が学則等に明確に定められ、学校教育

法第83条に規定された大学一般に求められる目的に適合していると判断する。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

○ 理学部の目的の達成のために、各学科単位において当該学科の特徴に基づき、基礎から応用分野にまで

対応できる人材像が明確に示されている。 

 

【改善を要する点】 

○ 該当なし 
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基準２ 教育研究組織 
 

（１）観点ごとの分析 

 

観点①： 学部及びその学科の構成（学部、学科以外の基本的組織を設置している場合には、その構成）が、

学士課程における教育研究の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

 

【観点に係る状況】 

国立大学法人お茶の水女子大学学則では、理学部の目的を、「理学の基礎知識を修得し、大学院において高

度な教育を受けるための能力を有する人材及び理学の基礎知識を活用し社会の多様な分野において主導的役

割を果たすことができる人材を養成すること」と定めている。 

この目的に応じて、理学部は、理学系の基礎的教育に求められる分野として、数学科、物理学科、化学科、

生物学科、情報科学科の５学科を設置し、（共通基礎データ 教育研究組織 参照）幅広い専門教育を行うた

めに必要な学科構成となっている。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

理学の基礎となる、数学、物理学、化学、生物学、情報科学を教授できる学科構成である。 

このことから、学部及びその学科の構成が、学則で掲げられた理学部の教育研究の目的を達成する上で適切

なものとなっていると判断する。 

 

 

観点⑤： 教授会等が、教育活動に係る重要事項を審議するための必要な活動を行っているか。 

 また、教育課程や教育方法等を検討する教務委員会等の組織が、適切に構成されており、必要な活

動を行っているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学の教育活動に関する審議組織は、全学的組織としての教育研究評議会及び部局ごとの教授会から成る。

教育研究評議会規則及び教授会規則に、それぞれの役割に応じた審議事項が定められている（資料2-⑤-A）。 

理学部の教育活動に係る事項は、理学部の教育を担当する専任教員によって組織された理学部教授会により

審議される。教授会は８月を除き毎月開催されている。平成29年度は12回開催された。（資料2-⑤-B）。 

定例の教授会の前には、学部長及び５学科長からなる学科長会議を開催し、教育・運営上の重要事項の連絡・

調整、教授会議題についての確認を行っている。各学科では、定期的に教室会議が開催され、学科の教育・運

営上の重要事項について審議決定し、全学及び学部の教育・運営上の重要事項について意見交換を行っている。 

全学の教務関係委員会のほか、理学部にはカリキュラム委員会が設置され、理学部及び全学の教育課程や教

育方法等を検討している。本委員会では、教育を実施する上での実務や教育課程や教育方法等の改善、改革に

ついて審議している（資料2-⑤-C）。 

以上のように、教育活動に係る重要事項について、各学科、理学部カリキュラム委員会等の議論を踏まえ学

部教授会で学部の意思決定がなされ、学部の意思決定を受けて教育研究評議会で大学としての決定が行われて

いる。 

また、教育活動に係る重要事項を審議するための組織やその運営、教育課程や教育方法等を検討するための
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組織やその運営が整備され、専任教員全員が参加し実施されている。 

 

資料2-⑤-A 教授会等(教育活動に係る重要事項の審議組織)の役割 

国立大学法人お茶の水女子大学教育研究評議会規則(抜粋) 

（組織） 

第２条 教育研究評議会は、次に掲げる評議員をもって組織する。 

（１）学長 

（２）理事 

（３）副学長(前号に該当する者を除く。) 

（４）各学部長 

（５）大学院人間文化創成科学研究科長 

（６）基幹研究院人文科学系、人間科学系及び自然科学系各系長 

（７）副学長（事務統括） 

（８）その他学長が指名する職員 

 

（審議事項） 

第４条 教育研究評議会は、次に掲げる事項を審議する。 

（１）中期目標についての意見(法人法第30条第３項の規定により文部科学大臣に対し述べる意見をいう。)に

関する事項(国立大学法人お茶の水女子大学経営協議会規則第４条第１号に掲げる事項を除く。) 

（２）中期計画及び年度計画に関する事項(国立大学法人お茶の水女子大学経営協議会規則第４条第２号に掲

げる事項を除く。) 

（３）学則(経営に関する部分を除く。)その他の教育研究に係る重要な規則の制定又は改廃に関する事項 

（４）教員人事に関する事項 

（５）教育課程の編成に関する方針に係る事項 

（６）学生の円滑な修学等を支援するために必要な助言、指導その他の援助に関する事項 

（７）学生の入学、卒業又は課程の修了その他学生の在籍に関する方針及び学位の授与に関する方針に係る事

項 

（８）教育及び研究の状況について自ら行う点検及び評価に関する事項 

（９）その他教育研究に関する重要事項 

（会議の開催） 

第５条 教育研究評議会は、原則として月１回開催する。 

（出典：大学規則集） 

国立大学法人お茶の水女子大学教授会規則(抜粋) 

（組織） 

第２条 教授会は、当該学部等の教授をもって組織する。 

２ 教授会には、当該教授会の議により、当該学部等の准教授、常勤の講師、助教その他の職員を加えるこ

とができる。 

（代議員会） 

第３条 教授会は、当該教授会の定めるところにより、当該教授会に属する職員のうちの一部の者をもって
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構成する代議員会を置くことができる。 

２ 教授会は、当該教授会の定めるところにより、代議員会の議決をもって当該教授会の議決とすることが

できる。 

（審議事項） 

第４条 教授会は、次に掲げる事項について審議し、学長が決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

(１) 学生の入学、卒業及び課程の修了 

(２) 学位の授与 

(３) 教育課程の編成 

(４) 教員の教育研究業績の評価 

(５) その他学長が必要と認めた事項 

２ 教授会は、前項に規定するもののほか、学長並びに学部長及び大学院人間文化創成科学研究科長(以

下この項において「学長等」という。)がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学長等の

求めに応じ、意見を述べることができる。 

（出典：大学規則集） 

 

資料2-⑤-B 理学部教授会審議事項例 

平成29年度 第７回 理学部教授会議事録 

 

日 時  平成29年11月８日（水） 15時50分～17時00分 

出席者  42名 

 

Ⅰ．前回議事録の確認 平成29年10月11日（水）                         【Aipo】 

 

Ⅱ．報告事項 

１．学部長報告 

教育研究評議会                                 10/25【Aipo】 

・ ＡＯ入試実施状況について（理学部は５名合格） 

・ ソヴァージュ教授講演会について（11/12 開催。学生への周知を依頼） 

・ ＬＧＢＴへの対応について（今後検討していくとのこと） 

部局長等連絡会                                  10/27 

・ 福井県との就職支援に関する協定について（今後、他県にも広げていく） 

・ 「情報入出力運用支援サービス」契約に係る事前調査について（コピー機の使用の実態調査） 

・ 平成29年度総合防災訓練の実施について 

（11/27 12 時から。実際に担架で搬送訓練を行う） 

・ その他 

奨学金授与式の実施について（11/21） 

湯浅年子記念奨学基金特別研究員候補者について（３年間該当者なし。学長から対策を要請された。

対象者が現役学生に限定されたため厳しい。応募要件を緩和することを検討する） 

湯浅年子賞について（応募者少ない。応募者増を要請された） 
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２．委員会等報告                              【委員会等報告資料】 

リベラルアーツ部会                               10/18 

・ 理学部からはＬＡ演習科目を６科目出すことになった。実験を扱う科目が必要ではないか。 

・ アサイン登録（11～12 月） 

・ シラバスは１月に入力 

・ 三浦理事からの要請。科目タイトルに対象と方法を書いてほしい。文系学生にもわかりやすく。 

学務部会                                    11/2 

・ 平成30年度非常勤講師枠の配分について（53 コマ分。昨年度から増） 

・ 教務カレンダーについて（土曜日の振り替えは土曜日に行う。２コマやる） 

・ 基礎講義の数学科開講科目の教養科目の取り扱いについて（今後ＬＡ部会で検討） 

・ 情報科学科開講科目の専任教員受け持ちについて（専任教員に担当するよう要請。講義内容の見直しに

ついては１年かけて検討していく） 

学部入試実施部会                               10/26 

資料に基づき説明があった。 

衛生委員会                                  10/30 

資料に基づき説明があった。 

ハラスメント等人権委員会                           10/24 

・ 「ハラスメント等人権委員会研修会」を学生にも通知してほしいとの依頼。 

・ 教授会後にハラスメント講習会を実施 

附属学校委員会                                10/16 

・ 研究室訪問への対応について改めて依頼があった。 

高大連携実施委員会                              10/23 

資料に基づき説明があった。 

３．教員選考委員会の報告について                【回収資料・回覧資料（系会議共通）】 

生物学科 １件（自然科学系、助教 若手人材支援事業での採用） 

○○ ○○氏の審査結果について学部長より報告があった。 

４．平成30年度教務カレンダーの再確認について                      【資料１】 

資料に基づき説明があった。 

５．福井県と国立大学法人お茶の水女子大学との就職支援に関する協定について       【資料２】 

資料に基づき説明があった。 

 

Ⅲ．審議事項 

１．基幹研究院所属教員の本学部教育担当及び教授会構成員の承認について 

【回覧・回収資料（系会議共通）】 

採用 １件 生物学科 （助教） 

○○ ○○）氏（平成30年３月１日着任）の本学部教育担当及び教授会構成員となることを了承した。 

２．平成29年度非常勤講師の委嘱について                         【資料３】 

資料のとおり了承した。 

３．平成29年度海外語学研修等を修了した学生に対する単位の認定について        【資料４回収】 
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資料のとおり了承した。 

４．第３年次に編入学した学生に対する既修得単位の認定取消しについて         【資料４回収】 

資料のとおり了承した。 

５．平成29年度公開臨海実習に係る特別聴講学生の派遣許可について             【資料５】 

資料のとおり了承した。 

６．平成29年度学生表彰候補者の推薦について                       【資料６】 

下記の者を推薦することとした。 

数学科 ○○ ○○、○○ ○○ 

物理学科 ○○ ○○ 

生物学科 ○○ ○○、○○ ○○ 

情報科学科 ○○ ○○、○○ ○○、○○ ○○、○○ ○○、○○ ○○、○○ ○○ 

※今年度は化学科からの推薦者無し。 

Ⅳ．その他 

・ 常勤職のある学部教育研究協力員の受入れについて                    【資料７】 

学部長より常勤職のある者を受け入れる際の覚書作成の経緯の説明があった。11月８日開催の学科長会議に

おいて了承された旨、報告した。なお、文言を一部修正することとした。 

・ 電子ジャーナルについて 

○○教授より説明があった。各学科で本当に必要とするものにはどのようなものがあるのか、把握する必要

があるのではないか、その調査作業を行うことについて提案があった。意見を聴取した結果、各学科で調査

を行うこととされた。「図書館に依頼していられない程高い必要性のある雑誌を、各人20件以内」挙げ、学科

で集計してリストを作り、次回の12 月の学科長会議で報告することとした。 

 

次回教授会 平成29年12月６日（水）15:50～ 

 

【その他】 

・ ３年次編入について（定員割れ。対応について。高専にパンフレット送る。各学科でも何か対策を。） 

・ 理学部１号館改修ＷＧ報告（共通部分の決定。６階から１階へスタディーコモンズを移設する。今後は、図

書の移管など学科内で決める事項が中心となる。） 

・ 非常勤講師の不補充分枠について、情報科学科申請分１件取り消した旨、報告があった。 

・ 徽音祭時の事故について。学生への注意喚起を依頼。 

（出典：学務課資料） 
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資料基準2-⑤-C 理学部カリキュラム委員会審議事項例 

平成28年度 第３回理学部カリキュラム委員会記録 

 

平成29年２月22日（水）16：00〜16：50 

出席者（敬称略）：○○、○○、○○、○○、○○、○○、○○、○○、○○、○○ 

 

１ 理学部履修規程の改正について 

コア科目基礎講義の中に、高大接続科目として「自然科学課題研究支援プログラム」の設置を承認した。 

ただし、高大接続教育事業実施要綱（案）の３ 課題研究支援（1）趣旨のところに、選抜された者が受講できる

という意味の文言を追加し、受入れが難しい場合は大学側からも公式に受講を断ることができる手段を明文化を

要望することとした。 

 

２ 平成29（2017）年度国立大学法人お茶の水女子大学高大接続教育実施要綱の改定案について 

別表を削除し、別に定めるという修正案を承認した。この修正案により、毎年、別表の確認作業が必要になる点

も確認した。 

 

本件について、次のような意見が出された。 

・ 通常の時間帯の授業を受講するために高校生が来学するのは、時間的に無理があり現実的ではない。 

・ 普通の授業をインターネット配信するのは難しい。 

・ 高度な授業を受けたい場合は、放送大学等を受講すればよい。 

・ 開講科目を別表に定めるとして、別表に記載する開講科目が少ないのは高校側を失望させる。 

・ 課題研究支援プログラムのみの開講でよいのではないか。 

（出典：学務課資料） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

理学部教授会は、定期的に開催され、教育活動に係る重要事項の審議、協議を行っている。また、理学部カ

リキュラム委員会は、理学部及び全学の教育を実施する上での実務や教育課程・教育方法等の改善、改革につ

いて審議している。 

これらのことから教授会等が、教育活動に係る重要事項を審議するための必要な活動を行っているとともに、

教育課程や教育方法等を検討する教務委員会等の組織が適切に構成されており、必要な活動を行っていると判

断する。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

○ 小規模大学の限られた教員数の中で、理学の基礎となる、数学、物理学、化学、生物学、情報科学を教

授できる学科構成であり、大学及び学部の教育研究の目的を達成する体制を維持している。 

 

【改善を要する点】 

○ 該当なし 
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基準３ 教員及び教育支援者 
  

（１）観点ごとの分析 

 

観点①： 教員の適切な役割分担の下で、組織的な連携体制が確保され、教育研究に係る責任の所在が明確に

された教員組織編制がなされているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学では、教員は基幹研究院に所属している。基幹研究院自然科学系に所属する教員が理学部の教育を担当

している（資料 3-①-A、B）。理学部は５学科から成り、各学科はそれぞれ２講座により構成され、各学科の

専門教育を担う体制となっている（資料 3-①-C）。なお、平成 30 年４月より学則が改正され、講座制は廃止

されている。 

理学部全体の教育課程運営は学部長が責任を持っている。各学科の教育運営は学科長が責任を持っている。

各学科は学科長を議長とする教室会議を定期的に開催し、それぞれの学科の教育運営について協議している。

学部長を議長とする学科長会議は、月に一度開催され、理学部の教育運営について将来構想から通常実務まで

検討・審議している。各教員は適切な役割分担の下で、理学部及び各学科の教育運営に携わっている。 

 

資料3-①-A 教員組織の編成  

○国立大学法人お茶の水女子大学基幹研究院規則（抜粋） 

（研究院の組織） 

第３条 研究院に、次に掲げる系を置く。 

（１）  人文科学系 

（２）  人間科学系 

（３）  自然科学系 

（研究院会議） 

第４条 研究院に、研究院会議を置く。 

２ 研究院会議は、各系会議の構成員をもって組織する。 

（研究院会議の審議事項） 

第５条 研究院会議は、研究院に関し必要な事項を審議する。  

（出典：大学規則集） 
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資料3-①-B 教員組織と教育組織の関係図 

 

（出典：企画戦略課資料） 
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資料3-①-C 学部の教員組織の編成 

国立大学法人お茶の水女子大学学則（抜粋） 

（学部） 

第３条 国立大学法人お茶の水女子大学組織運営規則(以下「組織運営規則」という。)第４条第１項の規定

に基づき置かれる学部の学科及び収容定員等は、次の表のとおりとする。 

   ～（略）～ 

 

２ 前項に規定する学科に、次に掲げる講座を置く。 

文教育学部 

人文科学科 形象分析学講座、哲学講座、比較歴史学講座、地理学講座 

言語文化学科 日本語・日本文学講座、中国語圏言語文化講座、英語圏・欧州言語文化講座、応用言語学

講座、日本語教育講座 

人間社会科学科 応用社会学講座、教育科学講座、心理学講座 

芸術・表現行動学科 舞踊教育学講座、音楽表現講座 

理学部 

数学科 数理構造講座、数理解析講座 

物理学科 基礎物理学講座、物性物理学講座 

化学科 構造化学講座、反応化学講座 

生物学科 構造生物学講座、機能生物学講座 

情報科学科 情報数理講座、情報処理講座 

生活科学部 

食物栄養学科 食物栄養学講座 

人間・環境科学科 人間・環境科学講座 

人間生活学科 発達臨床心理学講座、生活社会科学講座、生活文化学講座 

（出典：大学規則集） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

理学部全体の教育課程運営は学部長が責任を持ち、各学科の教育運営は学科長が責任を持っている。各学科

は学科長を議長とする教室会議を定期的に開催し、それぞれの学科の教育運営について協議している。学部長

を議長とする学科長会議は、月に一度開催され、理学部の教育運営について検討・審議している。各教員は適

切な役割分担の下で、理学部及び各学科の教育運営に携わっている。 

これらのことから、教員の適切な役割分担の下で、組織的な連携体制が確保され、教育研究に係る責任の所

在が明確にされた教員組織編制がなされていると判断する。 
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観点②： 学士課程において、教育活動を展開するために必要な教員が確保されているか。また、教育上主要

と認める授業科目には、専任の教授又は准教授を配置しているか。 

 

【観点に係る状況】 

大学設置基準上必要とされる専任教員数は理学部全体で36名（うち、教授数は20名）、数学科、物理学科、

化学科、生物学科はいずれも各７名（うち 教授数は４名）、情報科学科８名（うち 教授数は４名）である。

これに対して、本学の専任教員配置は、理学部全体で61名（うち、教授数は32名）、数学科は10名（教授数

４名）、物理学科は11名（教授数７名）、化学科は12名（教授数７名）、生物学科は14名（教授数７名）、情

報科学科は14名（教授数７名）で、大学設置基準上必要な専任教員数・教授数を満たしている（共通基礎デ

ータ：平成30年５月１日現在）。また、理学部で開講された専門科目のうちの必修科目において、平成29年

度は、専任教員が担当した授業科目数は約94%を占め、特に教授・准教授が担当した授業科目数は約91%を占

めている（資料3-②-A）。第３期中期目標期間中（平成28年度～33年度）に理学部では、多くの教員が定年

を迎え、数学科が５名、化学科３名、生物学科４名、情報科学科２名、物理学科１名、合わせて15名の教員

が退職予定である。そのうち、国立大学改革強化推進補助金（特定支援型）の活用により３名の助教、１名の

講師が着任し、若返りを図りつつある。 

 

資料3-②-A （学部） 専任教員等の授業（専門科目のうちの必修科目）担当科目数 

（平成28年度） 

区分 

専任教員 

非常勤講師 合計(Ｂ) 
教授・准教授の

担当比率(A/B) 
教授・准教授

(Ａ) 
講師・助教 

文教育学部 104 9 36 149 69.8％ 

理学部 128 9 7 144 88.9% 

生活科学部 114 21 18 153 74.5% 

計 346 39 61 446 77.6% 

 

（平成29年度） 

区分 

専任教員 

非常勤講師 合計(Ｂ) 
教授・准教授の

担当比率(A/B) 
教授・准教授

(Ａ) 
講師・助教 

文教育学部 93 16 40 149 62.4% 

理学部 131 5 8 144 91.0% 

生活科学部 109 20 24 153 71.2% 

計 333 41 72 446 74.7% 

（出典：学務課資料） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

すべての学科で、大学設置基準上の専任教員数・教授数を満たしている。また、主要な科目の約91%を教授

又は准教授が担当している。 
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これらのことから、教育活動を展開するために必要な教員が確保されているとともに、教育上主要と認める

授業科目には、専任の教授又は准教授を配置していると判断する。 

 

 

観点⑤： 教員の採用基準や昇格基準等が明確に定められ、適切に運用がなされているか。特に、学士課程に

おいては、教育上の指導能力の評価、また大学院課程においては、教育研究上の指導能力の評価が行

われているか。 

 

【観点に係る状況】 

教員の採用基準や昇格基準等は、教員選考規則（Web資料3-⑤-1）及び教員選考基準（Web資料3-⑤-2） 

に明確に定められている。教員の採用に際しては、理学部の将来計画に則り、当該学科において教員募集要項

を作成している。また、昇格に際しては、学科単位で候補者を選考して系長に上申している。教員選考規則に

基づき、教員選考及び昇任に当たっては、研究院代議員会に選考委員会を設置し、候補者の人格、学歴、経歴、

研究業績、指導能力及び健康状況等について審査し、教育研究評議会で審議している。選考に当たっては、理

学部の将来計画を勘案しつつ、学士課程における担当授業科目の適格性や教育上の指導能力の評価が行われて

いる。 

 

別添資料・Web資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

Web資料3-⑤-1 
国立大学法人お茶の水女子大学教員選考規則 
(http://www.ocha.ac.jp/reiki/reiki_honbun/x243RG00000115.html) 

Web資料3-⑤-2 
国立大学法人お茶の水女子大学教員選考基準 
(http://www.ocha.ac.jp/reiki/reiki_honbun/x243RG00000116.html) 

 

【分析結果とその根拠理由】 

教員の採用基準や昇格基準等が明確に定められ、教員選考及び昇任に当たっては、研究院代議員会に選考委

員会を設置し、学士課程の教育指導能力の評価も併せて行われている。 

これらのことから、教員の採用基準や昇格基準が明確に定められ、適切に運用されているとともに、教員の

教育研究上の指導能力の評価が実施されていると判断する。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

○ 大学設置基準を上回る人数の専任教員を配置し、理学部で開講された専門科目のうちの必修科目におい

て、専任教員が担当した授業科目数は94%を占め、教育における高い質を維持している。 

 

【改善を要する点】 

○ 該当なし 
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基準４ 学生の受入 
 

（１）観点ごとの分析 

 

観点①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）が明確に定められているか。 

 

【観点に係る状況】 

理学部では、それぞれの教育の目的に沿って、学士課程における各学科等に関する入学者受入方針（アドミ

ッション・ポリシー）を、一般入試、推薦入試、帰国子女・外国学校出身者特別入試、私費外国人留学生（学

部留学生）特別入試について策定し、求める学生像や入学者選抜の基本方針等を、募集要項の配付及び大学ウ

ェブサイトへの掲載等により明示している（Web資料4-①-1～6）。 

 

Web資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

Web資料4-①-1 
学部の入学者受入方針 一般入試  
(http://www.ocha.ac.jp/ao/admission_policy/undergrad_1.html) 

Web資料4-①-2 
学部の入学者受入方針 AO入試  
(http://www.ocha.ac.jp/ao/admission_policy/undergrad_2.html) 

Web資料4-①-3 
学部の入学者受入方針 推薦入試  
(http://www.ocha.ac.jp/ao/admission_policy/undergrad_3.html) 

Web資料4-①-4 
学部の入学者受入方針 帰国子女・外国学校出身者特別入試  
(http://www.ocha.ac.jp/ao/admission_policy/undergrad_4.html) 

Web資料4-①-5 
学部の入学者受入方針 私費外国人留学生（学部留学生）特別入試  
(http://www.ocha.ac.jp/ao/admission_policy/undergrad_5.html) 

Web資料4-①-6 
学部の入学者受入方針（「平成30年度入学者選抜要項」［学部］p.4-5） 
(http://www.ao.ocha.ac.jp/application/faculty/body/application_faculty_d/fil/H30_about
.pdf) 

 

【分析結果とその根拠理由】 

理学部では、入学者受入方針が、それぞれの教育の目的に沿って、各学科等で、各種入試について策定され、

募集要項の配布や大学ウェブサイトにおける掲載等により、多方面に公表、周知されている。 

これらのことから、教育の目的に沿って、求める学生像や入学者選抜の基本方針等が記載された入学者受入

方針が明確に定められていると判断する。 

 

 

観点②： 入学者受入方針に沿って、適切な学生の受入方法が採用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

理学部では、学部入試において学科等の募集単位ごとに、入学者受入方針に沿った学生の受入れを実施して

いる（Web資料4-②-1）。学士課程の一般選抜の前期日程入試においては、大学入試センター試験及び本学の

個別学力検査を課し、募集単位ごとに受験科目や配点に配慮することで入学者受入方針に対応したものとなっ

ている。 

一般選抜の後期日程入試、推薦入学特別選抜、帰国子女・外国学校出身者特別選抜、私費外国人留学生特別
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選抜、第３年次編入学学生選抜においては、学力検査等に加え、小論文試験や、面接又は口述試験等も行い、

入学者受入方針に沿った能力や適性を判定している（Web資料4-②-2～5）。 

平成29年度より新たに始めたＡＯ入試（新フンボルト入試）は、一次選考を兼ねるプレゼミナールと二次

試験を各々２日かけて行うという二段構えのユニークな入試であり、二次試験として、理学部では実験やデー

タ分析等を課題とする実験室入試を行っている（Web資料4-②-6）。 

理学部における高大連携特別選抜では、大学教員との連携による授業（２科目）を履修している附属高校生

徒を対象とし、授業の履修過程において、募集単位の入学者受入方針との適合性を判定している（別添資料

4-②-7）。 

 

別添資料・Web資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

Web資料4-②-1 
平成30年度 入学者選抜要項 
(http://www.ao.ocha.ac.jp/application/faculty/body/application_faculty_d/fil/H30_a
bout.pdf) 

Web資料4-②-2 
平成30年度 一般入試（前期日程・後期日程）募集要項 
(http://www.ao.ocha.ac.jp/application/faculty/body/application_faculty_d/fil/H30ga
kubuippan-new.pdf) 

Web資料4-②-3 
平成30年度 推薦入試・帰国子女外国学校出身者特別入試募集要項 
(http://www.ao.ocha.ac.jp/application/faculty/body/application_faculty_d/fil/h30_r
ecommendation.pdf) 

Web資料4-②-4 
平成30年度 私費外国人留学生(学部)募集要項  
(http://www.ao.ocha.ac.jp/application/faculty/body/application_faculty_d/fil/h30_r
yu.pdf) 

Web資料4-②-5 
平成30年度 理学部・生活科学部(人間・環境科学科)第3年次編入学募集要項 
(http://www.ao.ocha.ac.jp/application/faculty/body/application_faculty_d/fil/H30_r
i_sei.pdf) 

Web資料4-②-6 
平成30年度 AO入試（新フンボルト入試）募集要項  
(http://www.ao.ocha.ac.jp/application/faculty/body/application_faculty_d/fil/h30_a
o_presemi.pdf) 

別添資料4-②-7 高大連携特別選抜学生募集要項（抜粋） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

理学部では、入学者受入方針に沿った学生を選抜するため、学部入試では、受験科目や配点への配慮、小論

文や面接の重視（一般入試）、プレゼミナール及び実験室入試による二段構えの選抜方法（ＡＯ入試）、連携授

業による適性の確認（高大連携特別選抜）などを行っている。 

これらのことから、入学者受入方針に沿って適切な学生の受入方法が採用されていると判断する。 

 

 

観点③： 入学者選抜が適切な実施体制により、公正に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

理学部の入試実施体制として、入学試験実施委員会の下部組織である全学学部入試実施部会（Web 資料 4-

③-1、2）に理学部からも委員が参加している。入学者選抜に係る各種の要項については、理学部教授会等の

検討を経て入試実施部会で決定過程に参画している。 

理学部の学部入試においては、全学学部入試実施部会の下部組織、入試方法専門部会、入試問題専門部会、
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ＡＯ入試専門部会に理学部からも委員が参加している（資料 4-③-A～C）。入試問題専門部会では一般選抜に

おける作問の取りまとめを、入試方法専門部会では入試の実施方法に関する具体的な検討を行い、ＡＯ入試専

門部会では、ＡＯ入試に関する企画や実施等を担当している。入試の実施に係る業務や採点等は、学部入試実

施部会が直接掌握し、運営している。 

理学部では、合格者判定については、厳密な採点とその検査を経て、多数の集計員による厳格な成績集計確

認のもとに判定資料が作成される。この資料に基づき、学部入試では各学部教授会の議を経て合格者の決定を

行っている。 

なお、理学部では、情報公開の観点から、一般選抜終了後には、各出願区分の合格者数、合格者平均点等の

情報を大学ウェブサイトで公開しており（Web資料4-③-3）、希望者には入試成績の開示を行っている（前掲

Web資料4-②-2のp.31（p.20））。 

 

資料4-③-A 国立大学法人お茶の水女子大学入試方法専門部会細則 

国立大学法人お茶の水女子大学入試方法専門部会細則(抜粋) 

（設置） 

第１条 国立大学法人お茶の水女子大学学部入試実施部会規程第７条第１項の規定に基づき、学部入試実施部会

に入試方法専門部会（以下「専門部会」という。）を置く。 

（趣旨） 

第２条 この細則は、学部入試実施部会規程第７条第２項の規定に基づき、専門部会に関し必要な事項を定める。 

（審議事項） 

第３条 専門部会は、学部入試実施部会のもとで、入学者選抜方法について具体的方策を検討するとともに、そ

の実施にあたる。 

（出典：大学規則集） 

 

資料4-③-B 国立大学法人お茶の水女子大学入試問題専門部会細則 

国立大学法人お茶の水女子大学入試問題専門部会細則(抜粋) 

（設置） 

第１条 国立大学法人お茶の水女子大学学部入試実施部会に入試問題専門部会（以下「専門部会」という。)を置く。 

（趣旨） 

第２条 この細則は、学部入試実施部会規程第７条第２項の規程に基づき、専門部会に関し必要な事項を定める。 

（審議事項） 

第３条 専門部会は、学部入試実施部会委員のもとで、一般選抜に係る学力検査実施教科・科目について、出題の具

体的措置を定めるとともに、その実施にあたる。 

（出典：大学規則集） 
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資料4-③-C 国立大学法人お茶の水女子大学アドミッション・オフィス入試専門部会細則 

国立大学法人お茶の水女子大学アドミッション・オフィス入試専門部会細則(抜粋) 

（設置） 

第１条 国立大学法人お茶の水女子大学学部入試実施部会規程第７条第１項の規定に基づき、学部入試実施部会

にアドミッション・オフィス入試専門部会（以下「専門部会」という。）を置く。 

（趣旨） 

第２条 この細則は、学部入試実施部会規程第７条第２項の規定に基づき、専門部会に関し必要な事項を定める。 

（審議事項） 

第３条 専門部会は、学部入試実施部会のもとで、アドミッション・オフィス入試方法について具体的方策を検討

するとともに、その実施にあたる。 

（出典：大学規則集） 

 

Web資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

Web資料4-③-1 
国立大学法人お茶の水女子大学入学試験実施委員会規則 
(http://www.ocha.ac.jp/reiki/reiki_honbun/x243RG00000027.html) 

Web資料4-③-2 
国立大学法人お茶の水女子大学学部入試実施部会規程 
(http://www.ocha.ac.jp/reiki/reiki_honbun/x243RG00000028.html) 

Web資料4-③-3 
お茶の水女子大学入試合格者合計点の最高点・最低点・平均点(合格者合計点の平均ほか) 
(http://www.ao.ocha.ac.jp/average/index.html) 

 

【分析結果とその根拠理由】 

理学部の学生募集要項等の作成から判定資料の作成まで、入学試験実施委員会の下部組織である入試実施部

会に参画し、全過程を掌握し実施している。理学部における合否判定は責任の所在や役割分担を明瞭にした上

で実施され、入学者選抜の公正さが確保されている。また、入試の集計データを大学ウェブサイトで公表する

とともに、個人に対する入試成績開示を行い、透明性を高めている。 

これらのことから、入学者選抜が適切な実施体制により、公正に実施されていると判断する。 

 

 

観点④： 入学者受入方針に沿った学生の受入が実際に行われているかどうかを検証するための取組が行われ

ており、その結果を入学者選抜の改善に役立てているか。 

 

【観点に係る状況】 

入試の企画、広報等を行っている組織として、学長戦略機構内に入試推進室が設置され、理学部から室員を

派遣し、各種入試の問題点や改善点を抽出し、理学部入学者受入方針に沿った学生の受け入れが行われたかを

検証している（資料4-④-A）。 

これらの基礎情報などに基づき、理学部は、入試推進室と連携し入試方法の改善を図る具体的な取組を行っ

ている。例えば、平成29年度入試から新型ＡＯ入試では実験室入試等を導入することで、入学者受入方針に

沿った受入れを実現する入試方法を工夫している（前掲Web資料4-②-6（p.20））。 
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資料4-④-A 学生の受入状況を検証する組織 

国立大学法人お茶の水女子大学室規則（抜粋） 

(業務) 

第3条 各室は、別表に定める業務を行う。 

 

別表（第３条関係） 

室名 業務 

入試推進室 (1) 入学者選抜に関する将来構想計画及び企画立案、実施に関すること。 

(2) その他所掌業務に関し必要なこと。 
 

（出典：大学規則集） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

入試推進室に理学部の教員が参加し、理学部入学者受入方針に沿った学生の受け入れが行われたかを検証し

ている。また、理学部では入試推進室と連携し、入試方法の改善を行っている。 

これらのことから、入学者受入方針に沿った学生の受入れが実際に行われているかどうかを検証するための

取組みが行われており、その結果を入学者選抜の改善に役立てていると判断する。 

 

 

観点⑤： 実入学者数が、入学定員を大幅に超える、又は大幅に下回る状況になっていないか。また、その場

合には、これを改善するための取組が行われるなど、入学定員と実入学者数との関係の適正化が図ら

れているか。 

 

【観点に係る状況】 

理学部における入学定員に対する実入学者数の過去３年間の割合（入学者充足率）の平均は、110％である

（資料4-⑤-A）。学部入試に関しては適正な値となっている。 

実入学者数の改善に関する取組は、理学部構成員も参画する入試推進室等で入学者動向を分析するとともに、

役員会等で入学者数の管理に関する検討を行っている。 
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資料4-⑤-A 入学試験実施状況 

  学科 項目 平成２８年 平成29 年 平成30 年 

理
学
部 

数
学
科 

志願者数 138 151 148 

合格者数 26 24 23 

入学者数 23 24 22 

入学定員 20 20 20 

入学定員

充足率 
115% 120% 110% 

物
理
学
科 

志願者数 59 96 70 

合格者数 26 23 26 

入学者数 21 23 21 

入学定員 20 20 20 

入学定員

充足率 
105% 115% 105% 

化
学
科 

志願者数 85 90 80 

合格者数 22 25 25 

入学者数 20 23 22 

入学定員 20 20 20 

入学定員

充足率 
100% 115% 110% 

生
物
学
科 

志願者数 90 123 82 

合格者数 29 28 28 

入学者数 28 27 28 

入学定員 25 25 25 

入学定員

充足率 
112% 108% 112% 

情
報
科
学
科 

志願者数 156 146 203 

合格者数 44 46 46 

入学者数 42 43 45 

入学定員 40 40 40 

入学定員

充足率 
105% 108% 113% 

 

 

（出典：入試課資料） 
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【分析結果とその根拠理由】 

理学部の入学定員に対する実入学者の充足率は、全体として、入学定員に対して実入学者数が大幅に超える、

または大幅に下回る状況にはなっていない。 

これらのことから、入学定員と実入学者数との関係の適正化が図られていると判断する。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

○ 大学ウェブサイトや印刷物等を通じて入学者受入方針を広く公表するとともに、入試方法についても、

入学者受入方針に一致した学生を選抜するため、募集単位ごとのきめの細かい受験科目や配点の設定、小

論文や面接の重視、ＡＯ入試での実験の導入、面接要領の策定などの工夫を行っている。 

 

【改善を要する点】 

○ 該当なし
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基準５ 教育内容及び方法 
 

（１）観点ごとの分析 

 

＜学士課程＞ 

 

観点①： 教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）が明確に定められているか。 

 

【観点に係る状況】 

理学部及び各学科の教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）は、明確に定められており、平

成28年度には学校教育法施行規則の趣旨により合致するように、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）と

一体性・整合性のある形に改正を行い、平成 29 年度に試行した（資料 5-①-A）。また、カリキュラム・ポリ

シーはウェブサイトにおいて公開しているほか、履修ガイドにも掲載している。 

 

資料5-①-A 理学部カリキュラム・ポリシー 
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（出典：本学ウェブサイト 

（http://www.ocha.ac.jp/program/curriculum_policy/undergrad.html）） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

理学部及び各学科の教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）は、学校教育法施行規則の趣旨

に合致するように、ディプロマ・ポリシーと一体性・整合性のある形で、明確に定められている。 

このことから、教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）が明確に定められている判断する。 
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観点②： 教育課程の編成・実施方針に基づいて、教育課程が体系的に編成されており、その内容、水準が授

与される学位名において適切なものになっているか。 

 

【観点に係る状況】 

理学部の授業科目は、コア科目（文理融合リベラルアーツ（ＬＡ）科目、基礎講義、情報、外国語、スポー

ツ健康）、理学の全般的基礎を担う全学共通科目、専門教育科目、教職科目に大別される。学士（理学）の学

位に対応するように、全体として教養教育及び自然科学の基礎教育から各学科の専門教育まで、系統的かつ段

階的に履修できるような構成になっている（理学部履修規程第２条、資料5-②-A）。 

コア科目では、全学共通科目において自然科学に必要な基礎的科目が設けられ、各学科で必修、又は履修を

強く推奨している。また、複数プログラム選択履修制度では、各学科の主プログラムの中に、その分野に密接

に関わる他分野の基礎的科目を全学共通科目の中から配置し、いずれも専門課程の基盤を確実に築けるよう配

慮されている。 

従来、理学部履修規程の他、各科目の履修の要件、順序、時期などが細かく記された各学科の履修規程（理

学部授業科目履修案内）が定められており、各学科において、それぞれの分野の学問体系に従って、基礎知識

の習得と論理体系が確実に修得できるような科目配置と授業内容が設定されている（前掲資料 5-②-A、別添

資料5-②-1）。 

複数プログラム選択履修制度では、各学科の専攻課程の基礎を担う“主プログラム”を必修とし、各専門領

域のより高度な内容の科目から成る“強化プログラム”を履修する基幹的な履修体系に加え、専門領域と近接

した科目群からなる“学際プログラム”、“副プログラム”を、学生が志向に応じて選択履修できる制度を制定

した。すなわち、理学部の従前の各学科の専門教育課程を基盤としつつ、学際・融合分野に強い志向を持つ学

生に対して、関連した分野の科目群（プログラム）が選択可能なカリキュラムとなっている（前掲資料 5-②

-A、前掲別添資料5-②-1、Web資料5-②-2）。 

複数プログラム選択履修制度における卒業要件は、各学科の主プログラムに加え、各学科の強化プログラム

もしくは各学科の指定する学際もしくは副プログラムから最低１つを履修することとしている。なお、それぞ

れのプログラム群中の科目に、必修・選択科目を設け、履修の柔軟性とともに、必要な能力を確実に養成する

ことを担保している（前掲資料5-②-A、前掲別添資料5-②-1、前掲Web資料5-②-2）。 

授業内容、学習方法、評価基準、履修の要件などに関しては、全学的に管理するシラバスの他、学科ごとの

「履修のてびき」等の印刷物、ウェブサイトなどを利用して学生に周知している。科目ごとのガイドを独自に

作成している例もある。 
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資料5-②-A 理学部履修規程 

国立大学法人お茶の水女子大学理学部履修規程 

（趣旨） 

第１条 国立大学法人お茶の水女子大学理学部の教育課程及び履修方法については、国立大学法人お茶の水女子大学

学則、国立大学法人お茶の水女子大学複数プログラム選択履修制度実施規則又はこれに基づく別段の定めによるほ

か、この規程の定めるところによる。 

（授業科目の区分） 

第２条 授業科目は、コア科目、専門教育科目、全学共通科目、教職に関する科目及び外国人留学生特別科目とする。 

２ コア科目は、文理融合リベラルアーツ、基礎講義、情報、外国語（英語、ドイツ語、フランス語、中国語、ロシ

ア語、朝鮮語、スペイン語、イタリア語及びアジア諸語）及びスポーツ健康とする。 

３ 専門教育科目は、主プログラム、強化プログラム、副プログラム及び学際プログラムを構成する科目とする。 

４ 関連科目は、各学科の基礎となる科目又はきわめて関連の深い科目であって選択として指定する。 

５ 全学で共通して履修できる科目として、全学共通科目を置く。 

６ 教育職員免許法（昭和24年法律第147号）及び教育職員免許法施行規則（昭和29年文部省令第26号）に定め

る教職に関する科目を置く。 

７ 外国人留学生に対して、外国人留学生特別科目を置く。 

（他学部の授業科目の履修） 

第３条 文教育学部及び生活科学部の授業科目は、これを履修することができる。 

（単位の計算方法） 

第４条 各授業科目の単位数の計算方法は、１単位が 45 時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準

とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、次の基準により計算

するものとする。 

一 講義については、15時間の授業をもって１単位とする。 

二 演習については、15時間の授業をもって１単位とする。 

三 実験及び実習については、30時間の授業をもって１単位とする。ただし、教育実習については、別に定める。 

２ 前項の規定にかかわらず、特別研究又はこれに準ずる授業科目については、別に定める。 

（卒業要件） 

第５条 卒業するためには、別表第１に定めるところにより、124単位以上を修得しなければならない。 

２ 各学科において履修すべき授業科目及び単位数は、別表第３から別表第７までに定めるとおりとする。 

３ 関連科目の授業科目及び単位数は、別表第８に定めるとおりとする。 

４ 全学共通科目の授業科目及び単位数は、別表第９に定めるとおりとする。 

５ 教職に関する授業科目及び単位数は、別表第 10 に定めるとおりとする。また、単位の取扱いについては、別表

第１備考９のとおりとする。 

６ 外国人留学生特別科目の授業科目及び単位数は、別表第 11 に定めるとおりとする。また、単位の取扱いについ

ては、別表第１備考10のとおりとする。 

（履修手続） 

第６条 学生は、履修しようとする授業科目を所定の期日までに指定する方法により申請し、担当教員の許可を得な

ければならない。 

２ 学生が前号により履修申請した授業科目の履修を取消すには、所定の期日までに指定する方法により履修取消し
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手続きを行い、担当教員の許可を得なければならない。 

３ 学生が授業科目について聴講のみを希望する場合は、担当教員の許可を得なければならない。 

（単位の授与） 

第７条 授業科目を履修した者について、試験等により学修の成果を評価して、所定の単位を与える。 

２ 試験は、学年又は学期末に行うこととする。ただし、病気その他正当な理由で試験を受けることができなかった

者は、別に定める手続きにより追試験を受けることができる。 

（成績の評価） 

第８条 成績の評価は、原則として試験（論文、報告等を含む。）、平常の成績及び出席状況を総合して決定する。 

２ 成績の評価は、「S」（基本的な目標を十分に達成し、きわめて優秀な成果をおさめている）、「A」（基本的な目標

を十分に達成している）、「B」（基本的な目標を達成している）、「C」（基本的な目標を最低限度達成している）、「D」

（基本的な目標を達成していない。再履修が必要である）の５種類の評語をもって表し、「S」、「A」、「B」及び「C」

を合格とし、「D」を不合格とする。 

３ 前項の成績の評価又は科目の原成績（素点）に基づき、成績の数値平均 Grade Point Average（以下「GPA」と

いう。）を算出するものとする。GPAに関し必要な事項は別に定める。 

（成績不振の学生に対する学修指導） 

第９条 病気その他やむを得ない事情がないにもかかわらず、学修状況が著しく不良の者には、成績不振の学修指導

を行うことがある。 

２ その他学修指導に関し必要な事項は、別に定める。 

 ～（以下略）～ 

 

（出典：「2017年履修ガイド」pp.248-249 

（http://www.ocha.ac.jp/campuslife/registration/index2017_d/fil/2017ug5_kitei.pdf）） 
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別添資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

別添資料5-②-1 理学部授業科目履修案内（平成29年度入学者用） 

Web資料5-②-2 

選択履修制度関係（各学科が指定する学際・副プログラム）及び各プログラムを構成する科
目群）（「2017年履修ガイド」pp.145-170） 
（http://www.ocha.ac.jp/campuslife/registration/index2017_d/fil/2017ug3_kamoku.pd
f） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

理学部の教育目的に照らし、豊かな教養と理学の基礎力養成のための科目、各分野における専門性の基礎を

築くための専門教育科目群が、各分野の学問体系や特質に合わせ、適正に設計され配置されている。各学科の

専門教育課程を基盤としつつ、学際・融合分野に強い志向を持つ学生に対して、関連した分野の科目群（プロ

グラム）が選択可能なカリキュラム体系を構築している。 

これらのことから、教育課程の編成・実施方針に基づいて、教育課程は体系的に編成されており、その内容、

水準が授与される学位名において適切なものになっていると判断する。 

 

 

観点③： 教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社会からの

要請等に配慮しているか。 

 

【観点に係る状況】 

学士課程においては、他学科・他学部及び大学院博士前期課程の一部の科目の履修も可能であり（資料 5-

③-A、B、別添資料 5-③-1）、さらに、国内他大学及び国外大学との単位互換制度による単位互換が認められ

ている（前掲資料5-③-A、資料5-③-C、D、別添資料5-③-2）。また、前述の複数プログラム選択履修制度は、

学生一人ひとりの意欲やニーズに柔軟に対応する教育課程となっている。さらに、文理融合リベラルアーツ科

目では、社会的注目度の高い「生活世界の安全保障」、「生命と環境」等の系列を設定し、社会の動向や要請を

反映した教育への配慮がなされている（Web資料5-③-3。学生には、各授業評価等のアンケート調査により満

足度と不満点を調査・分析している（資料5-③-E、前掲資料5-②-A（p.31）、前掲別添資料5-②-1、2（p.33））。 

理学部では、卒業研究を学生の専攻分野に関連する他学科の教員の元で行うことの出来るシステム（卒研シ

フト）も構築している（資料5-③-F）。 

資格取得のニーズに関しては、教育職員免許取得課程の他にいくつかの資格取得のための課程を有している

（資料5-③-G）。また、学外研究機関での研究を体験したい学生のために独立行政法人研究機関等でのインタ

ーンシップを体験させ単位認定している（資料5-③-H）。 

科目を担当する教員は、当該科目の指導に相応しい研究を行っている（Web資料5-③-4）。研究活動とその

成果の発表に学生を積極的に参加させることで、学術動向を反映した教育の導入が図られている（資料5-③-I）。 

平成28年度までの５年間文部科学省の支援事業に採択されていたグローバル人材育成支援事業では、外国

語力強化、留学促進、グローバル力強化を推進するため、外国語の必修単位の増加や、海外大学・機関へのイ

ンターンシップの強化を行った(資料5-③-J)。また、平成28年度から開始された、成長分野を支える情報技

術人材の育成拠点の形成（enPiT）「ビッグデータ・ＡＩ・クラウド技術を用いた課題解決人材育成」では、様々

な社会的課題を解決する人材の育成を目指した、実践的情報教育への取組がなされている（前掲資料5-③-J、

資料5-③-K）。 
物理学科、化学科、生物学科では、平成29年度３年生から、学士・修士一貫教育トラックによる教育を実
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施している（情報科学科では以前から導入されていた）。この教育プログラムは、早期に研究に着手すること

によって質の高い教育・研究を行い、海外留学や長期インターンシップ、及び博士前期課程の早期終了などを

可能にするものである（資料5-③-L）。 

理学部では、文部科学省委託事業である理数学生応援プロジェクトを平成21年度より４年間実施し、プロ

ジェクトの終了後も、高い意欲のある学生を選抜し、個性と能力をさらに伸ばしつつ、研究志向の実践力を育

成することを目的とした取組（アドヴァンスドプログラム、プレ卒業研究）を引き続き行っている。優れた成

果を挙げた学生に対し、平成28年度と平成29年度は、それぞれ11名及び９名に顕彰を行った（資料5-③-M）。 

 

資料 5-③-A 学部単位互換制度に関する規定 

国立大学法人お茶の水女子大学学則（抜粋） 

（他大学等における授業科目の履修及び大学以外の教育施設等における学修） 

第11条 本学は、教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学(以下「他大学等」という。)との協議

に基づき、学生が当該他大学等において履修した授業科目について修得した単位を、本学における授業科

目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 本学は、教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その

他文部科学大臣が別に定める学修を、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

３ 前２項の規定により修得したものとみなし、又は与えることができる単位数は、合わせて60単位を超え

ないものとする。 

４ 前３項に定めるもののほか、修得単位等の認定に関し必要な事項は、別に定める。 

国立大学法人お茶の水女子大学理学部履修規程（抜粋） 

（他学部の授業科目の履修） 

第３条 文教育学部及び生活科学部の授業科目は、これを履修することができる。 

（出典：大学規則集） 

 

資料 5-③-B 学部４年次での大学院博士前期課程授業聴講制度履修実績（理学部） 

 年度 科目名 専攻名 履修者数  

平成28年度 

生命情報学特論 ライフサイエンス専攻 1 

生命情報学演習 ライフサイエンス専攻 1 

化学・生物化学特論Ⅸ 理学専攻 5 

 生活生体工学 生活工学共同専攻 1  

生活医用福祉工学 生活工学共同専攻 1 

平成29年度 実績なし  - 

（出典：学務課資料） 
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資料 5-③-C 他大学との単位互換実施状況 

 
学部 

平成28年度 平成29年度 
 

互換先大学等名 

履

修 

者

数 

単位修

得者数 
互換先大学等名 

履修 

者数 

単位修

得者数 

理学部 

東京海洋大学 8 8 東京工業大学 3 3 

東京藝術大学 1 1 東京大学 1 0 

東京工業大学 4 2 筑波大学 1 0 

熊本大学 2 2 名古屋大学 1 1 

島根大学 1 1 金沢大学 3 3 

広島大学 2   2 島根大学 1 0 

九州大学  1   1 京都大学 1 1 

名古屋大学  1   1 高知大学 2 0 

    九州大学 2 2  
（出典：学務課資料） 

 

資料 5-③-D 国外大学との単位互換実施状況 

 

学部 

平成28年度 平成29年度 

 

大学等名 単位修 

得者数 

大学等名 単位修

得者数 

理

学

部 

カリフォルニア大学 11 国立台湾大学 1 

ニューサウスウェールズ大学 4 梨花女子大学校 1 

北京外国語大学 2 マンチェスター大学 4 

ハル大学 4 ウィーン工科大学 8 

セントリア先端科学大学 1 ロンドン大学東洋・アフリカ研究学院 1 

   北京外国語大学 2  

   ニューサウスウェールズ大学 1  

注）大学間交流協定校での学修における単位認定及び海外語学研修による単位認定を含む。 

（出典：学務課資料） 
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資料5-③-E お茶の水女子大学  授業アンケート結果 

2017年度(偏差値) 科目分類別、履修人数別、開講期別の7設問毎の偏差値の平均値を比較したグラフ 

 

（出典：教学IR・教育開発・学修支援センター資料（https://crdeg4.cf.ocha.ac.jp/nigag/）） 
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資料 5-③-F 卒研シフト制度の基本方針 

「他学科の教員の指導による卒業研究実施要項 (H28年度卒研生用)」 2016年10月 

＜本制度の基本的な枠組み＞ 

０.（目的）この制度は、「理系学部・大学院分野横断型教育システム」（理学部及び理系大学院の教育改革）の一

環である。「分野横断型教育システム」の目的については以下の通り：従来の研究分野から飛び出して複合的分

野・境界領域へ進出する意欲ある学生に対して、学部・学科の枠を越えた進級・進学プログラムを提供し、従

来型の教育体制より効率的に新興分野への人材育成を図ることを目的とする。そのため、学部教育においては、

学部・学科を横断して履修できる制度を整備し、大学院においては、複合的分野・境界領域を目指し分野を転

向して進学する学生を積極的に受け入れる体制を構築する。  

１．（対象となる学生・教員の範囲）この方式は、生活科学部人間・環境科学科と、理学部数学科、物理学科、化

学科、生物学科、情報科学科所属の学生、教員に適用する。 

２．（対象となる授業科目）卒業研究とは、生活科学部人間・環境科学科においては「卒業論文 10 単位」、理学部

数学科「数学講究４単位」、物理学科「特別研究12単位」、化学科「特別研究12単位」、生物学科「特別研究12

単位」、情報科学科「特別研究６単位」を指す。                             

学生は所属学科の卒業研究を履修する。従って、他学科の学生の卒業研究を指導する教員は、学科によって卒

業研究の単位数や卒業要件が違うことを十分に注意すること。 

３.（単位認定、評価）卒業研究の単位認定・評価は、学生の所属学科で行う。 

従って、卒業研究の内容には、 

(i) 学生の所属学科の分野の内容をある程度含んでいる必要があり、（学生の所属学科の分野との境界領域的なも

のを想定） 

(ii) 学生の所属学科におけるこれまでの履修内容が生かされている必要がある。 

このことに指導する教員は十分に留意すること。また、卒業論文（あるいはそれに相当するもの）や発表会

に関しては、原則として、学生の所属する学科と同等のものを課すこととする。但し、実質的な観点から、

発表会あるいはこれに類するものは、教員の担当する学科でも行うことが望ましい。 

 卒業研究の単位認定・評価にあたり、他学科の指導教員は、指導した学生の所見を学生の所属学科に伝え

ることとする。 

４.（指導教員決定のプロセス）他学科の教員の指導により卒業研究を行う場合も、指導教員決定（研究室配属決

定）の方法と時期については、学生の所属学科における研究室配属決定方法と時期に準ずるものとする。 

５.（教員の卒業研究担当可の手続き）他学科の教員の指導により卒業研究を行う場合は、当該教員について、学

生の所属学科の卒業研究科目を担当することが可能であることを学生所属の学部教授会において承認を得るこ

とを原則とする。但し、学生の所属学部と異なる学部に所属する教員の卒業研究指導を受ける場合には、学生

は所定の用紙を用いて、教員が所属する学部の学部長宛に「研究指導委託学生申請書」を提出し、許可を得る

ものとする。 

６.（学生経費の移算） 

学生が所属する学科の学科長は、当該学生の卒業研究を指導する教員が所属する学科に対し、当該学生の学生

経費を移算することとする。 

＜運営上の留意点、スケジュール等＞ 

１．他学科の教員に卒業研究の指導を受けたいとの申し出が学生からあった場合には、学生の所属学科と受入教員

および受入教員所属学科との間で十分に連絡を取ること。 

・ 学生所属学科に、当該学生との連絡担当教員をおくこと。 
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・ 卒業研究に相当する科目の単位数が当該学生の所属学科と指導する教員の学科との間で大幅に異なる場合

には、指導方法などについて予め充分に打ち合わせておくこと。 

・ なお、学生が所属している学科に対応するコース（専攻）で受験し大学院へ進学した後に、卒業研究の指導

を受けた他学科の指導教員が所属するコース（専攻）において特別研究を行うことを可とするかどうかに関

しては、充分に検討し打ち合わせておく必要がある。 

２．平成28年11月上旬を目途に「卒業研究 他学科学生受け入れ可能教員リスト。各学科における他学科の教員

による卒業研究を受ける学生数の上限等の条件」を確定させる。 

 対象学生への周知方法と時期等については、学生が所属する学科の研究室配属決定方法と時期に応じて、各

学科の判断に委ねる。 

（出典：理学部資料） 

 

資料5-③-G 教員免許と各種資格について 

 

 

（出典：大学ウェブサイト（http://www.ocha.ac.jp/employment/info/licence.html）） 
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資料5-③-H インターンシップによる単位認定状況 

 

学部 
平成28年度 平成29年度 

 
科目区分 単位修得者数 科目区分 単位修得者数 

理学部 
コア科目 2 コア科目 0 

全学共通科目 4 全学共通科目 4 

※ コア科目名：生活世界の安全保障23 NPOインターンシップ 

※ 全学共通科目名：インターンシップⅠ、インターンシップⅡ 

（出典：学務課資料） 
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資料5-③-I 授業科目と担当教員の研究の例 

 所属学科・教員名 授業科目 研究論文  

 数学科・萩田 真理子 
 
 

暗号と符号 西島奈津季，萩田真理子“関数選択を用いた暗号化の乱数性
の評価” 応用数学合同研究集会予稿集2016 p.78-81 

 

 数学科・塚田 和美 多様体論、微分幾何学 K.Tsukada ,Totally complex submanifolds of a complex 
Grassmann manifold of 2-planes, Differential Geometry 
and its Applications, vol.44(2016),30—51 

 

 物理学科・奥村 剛 ソフトマター物理 Midori Isobe and Ko Okumura, Initial rigid response and 
softening transition of highly stretchable kirigami 
sheet materials, Sci. Rep. 6, 24758; doi: 
10.1038/srep24758 (2016). 

 

 物理学科・曺 基哲 素粒子物理学 G.C. Cho, T. Kono, K. Mawatari, K. Yamashita, Search for 
Kaluza-Klein gravitons in extra dimension models via 
forward detectors at the LHC, Phys. Rev. D91 (2015) 
115015. 

 

 化学科・近藤敏啓 分析化学Ⅱ、分子分光法、
基本化学実験Ⅱ、専門化
学実験Ⅰ、化学演習Ⅰ・
Ⅱ、特別研究Ⅰ・Ⅱ 

K. S. Smaran, S. Shibata, A. Omachi, A. Ohama, E. Tomizawa 
and T. Kondo, Anion-Dependent Potential Precycling 
Effects on Lithium Deposition/Dissolution Reactopm 
Studied by an Electrochemical Quartz Crystal 
Microbalance, J. Phys. Chem. Lett.ournal of Physical 
Chemistry Letters 8(20), 5203-5208(2017). 

 

 化学科・森寛敏 物理化学Ⅱ、量子化学、
基本化学実験Ⅱ、専門化
学実験Ⅱ、化学演習Ⅰ・
Ⅱ、特別研究Ⅰ・Ⅱ 

K. Miyazaki and H. Mori, Origin of high oxygen reduction 
reaction activity of Pt12 and strategy to obtain better 
catalyst using subnanosized Pt-alloy clusters, Sci. 
Rep., 7, 45381 (2017). 

 

 生物学科・小林哲幸 生化学、細胞生化学、基
礎生物学B, 細胞生化学
実習、生物学実習I・II、
生物学演習I・II、特別研
究I・II、分析・光学機器
実習 

Harumi Okuyama, Peter H Langsjoen, Naoki Ohara, Yoko 
Hashimoto, Tomohito Hamazaki, Satoshi Yoshida, Tetsuyuki 
Kobayashi and Alena M. Langsjoen. Medicines and Vegetable 
Oils as Hidden Causative of Cardiovascular Disease and 
Diabetes. Pharmacology, 98: 134-170, 2016.  

 

 生物学科・作田正明 植物機能制御学、外書購
読、LA（色、音、香）、生
物学実験I・II、植物生理
学実験、生物学演習I・II、
特別研究I・II 

Yamagami, A., Saito, C., Nakazawa, M., Fujioka, S., 
Uemura, T., Matsui, M., Sakuta, M.,  Shinozaki, K., 
Osada, H., Nakano, A., Asami, T. and Nakano, T. (2017), 
Evolutionarily conserved BIL4 suppresses the degradation 
of brassinosteroid receptor BRI1 and regulates cell 
elongation. Scientific Reports 18;7(1):5739. 

 

 情報科学科・伊藤貴之 コンピュータが創る色と
音、コンピュータビジョ
ン、マルチメディア、コ
ンピュータグラフィック
ス、情報科学演習I 

T. Itoh, K. Klein, Key-node-Separated Graph Clustering 
and Layout for Human Relationship Graph Visualization, 
IEEE Computer Graphics and Applications, Vol. 35, No. 6, 
pp. 30-40, 2015. 

 

 情報科学科・小口正人 情報科学、コンピュータ
ネットワークI、コンピュ
ータネットワークII、情
報科学演習V 

Miki Enoki, Issei Yoshida, and Masato Oguchi: 
"Capacity Control of Social Media Diffusion for Real-Time 
Analysis System", IEICE Transactions on Information and 
Systems, Vol.E100-D, No.4, pp.776-784, April 2017. 

 

（出典：理学部資料）

 

  



お茶の水女子大学理学部 基準５ 

- 41 - 

資料5-③-J 文部科学省等競争的資金採択事業一覧 

年度 NO. 

支援事業名 

採択事業名 

採択期間 

事業内容、教育への反映やその効果 支援期間終了後の状況 

平成

28

年度 

1 経済社会の発展を牽引する

グローバル人材育成支援

（旧グローバル人材育成推

進事業） 

（平成24年度～28年度） 

 

※28 年度については、運営

費交付金機能強化経費とし

て配分された。 

 

本学が培ってきたグローバル女性リー

ダー育成の実績の上に、外国語力強

化・留学促進・グローバル力強化・大

学間連携を推進し、外国語力スタンダ

ードを満たす学生数及び単位取得を伴

う海外留学経験者数を増加させ、本学

のグローバル人材育成を加速するとと

もに、他大学のグローバル化を牽引す

ることを目的とし、 (１)大学のグロー

バル化の推進、(２)教育課程の国際通

用性向上、(３)戦略的な国内外への教

育情報の発信、(４)事務体制のグロー

バル化、(５)情報・資源の提供、教育

課程の拡充、ネットワークの拡大、産

学連携の充実・強化、国際協力の充実、

(６)教員のグローバル教育力の向上、

(７)日本人学生の留学を促進するため

の環境整備、(８)語学力を向上させる

ための一体的な取組を推進した。 

 

支援期間終了後も、グローバル

人材育成に係る取組を継続す

ることとし、本事業で培われた

取組の多くが、第３期中期計画

に引き継がれており、その一部

では数値目標を設定している。 

2 大学教育再生加速プログラ

ム 

「お茶大発新型AO入試 

（新フンボルト入試）」 

（平成26年度～31年度） 

事業全体の目的は、AO 入試の全面的

改革を実施することである。具体的に

は、入学時に知的なピークを迎えてしま

う学生ではなく、入学後の学びのなかで

大きくその意欲と能力を伸ばし、さらに

は大学院へ進学し、また社会に出てから

いっそうの飛躍を見せるような、「伸び

しろ」（ポテンシャル）のある学生を選

抜しうるような新しい入学者選抜方法

を確立する。 

 

3 成長分野を支える情報技術

人材の育成拠点の形成

（enPiT） 

「ビッグデータ・AI・クラ

ウド技術を用いた課題解決

人材育成」 

（平成28年度～32年度） 

【代表校：大阪大学】 

我が国が抱える様々な社会的課題をビ

ッグデータ処理技術、AI 技術、クラウ

ド技術等の基盤技術を用いて解決する

と共に、新たなビジネスや価値の創出を

行える人材の育成を目指し、産学の協働

ネットワークを構築し、多くの優秀な学

部学生を育成すると共に、実践的情報教

育の知見を蓄積し、学部教育に広く普及

させる。 

 

4 大学間連携共同教育推進事

業 

「教学評価体制（IRネット

ワーク）による学士課程教

育の質保証」 

（平成24年度～28年度） 

【代表校：北海道大学】 

国公私立大学の連携により、全国規模の

学生調査分析を基盤として、ネットワー

クを通じた連携大学間での相互評価の

結果ならびに学内の調査データを学士

課程教育の質的向上に結びつける質保

証システムの創出と教学支援組織の育

成を目指す。 

連携大学において学生調査、卒業生調査

などを実施し、大学の状況に適合した教

本事業の成果を活かした後継

施策として、同趣旨を拡張・発

展的に推進する教学比較 IR コ

モンズの仕組みを企画、設計し

ている。 

教学比較 IR データベース（大

学名、各大学のGPA制度の仕組

み、授業実施時間割情報等）と

ともに、学修状況チェックシス
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学評価体制を構築し、大学間相互評価を

実施する。同時に実施する英語力調査な

らびに卒業生調査により、グローバル化

に対応した大学教育改革や就職ミスマ

ッチの解消も目指す。さらに、教学評価

人材育成のためのワークショップ事業

も展開する。 

テム alagin を協働させた教学

比較 IR 学修行動調査の仕組み

を設計・開発し、あらたな大学

間連携（教学比較IRコモンズ）

の構築を進める。 

平成

29

年度 

1 大学教育再生加速プログラム 

「お茶大発新型ＡＯ入試 

（新フンボルト入試）」 

（平成26年度～31年度） 

事業全体の目的は、ＡＯ入試の全面的改革を

実施することである。具体的には、入学時に

知的なピークを迎えてしまう学生ではなく、

入学後の学びのなかで大きくその意欲と能

力を伸ばし、さらには大学院へ進学し、また

社会に出てからいっそうの飛躍を見せるよ

うな、「伸びしろ」（ポテンシャル）のある学

生を選抜しうるような新しい入学者選抜方

法を確立する。 

 

2 成長分野を支える情報技術人

材の育成拠点の形成（enPiT） 

「ビッグデータ・ＡＩ・クラウ

ド技術を用いた課題解決人材

育成」 

（平成28年度～32年度） 

【代表校：大阪大学】 

我が国が抱える様々な社会的課題をビッグ

データ処理技術、ＡＩ技術、クラウド技術等

の基盤技術を用いて解決すると共に、新たな

ビジネスや価値の創出を行える人材の育成

を目指し、産学の協働ネットワークを構築

し、多くの優秀な学部学生を育成すると共

に、実践的情報教育の知見を蓄積し、学部教

育に広く普及させる。 

 

 

（出典：学務課資料）
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資料5-③-K 実践的情報教育の授業科目のシラバス例 

（出典：シラバス（http://tw.ao.ocha.ac.jp/syllabus/index_kamoku.cfm?jugyo=17C5092）） 
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資料5-③-L 生物学科学生に対する説明文書（抜粋） 

「平成２７年度理学部生物学科生「特別研究」の研究室配属と大学院進学について」（2017年1月26日） 

＜要点＞ 

理学部生物学科では、平成29年度３年生より、 

A. ４年次の「特別研究」を実施する研究室の配属時期を、従来の12月～１月から６月～７月に変更します。 

また、 

B. 同学年が受験する本学大学院生命科学コースの入学試験から、推薦入試を導入します。 

＜詳細＞ 

学部と大学院の教育を今までよりもさらに連続させることで、学生諸君が、 

・博士後期課程（ドクターコース）へ進学しやすくするとともに、 

・大学院における海外留学や長期インターンシップにも行きやすくします。 

従来の大学院生活において、上記が達成しにくかった問題点は、いずれも「時間がかかりすぎる」ことでした。

そこで、学部と大学院の教育を連続させ、学部４年生の時から高度な研究をできる体制を確保することで、博士

前期課程（マスターコース）を早期修了できる可能性を高め、博士後期課程に早く進学できる、または博士前期

課程の間に１年間留学／長期インターンシップに出ても、大学院に２年間在学することで修士号を取得できるよ

うにすることをめざします。 

～（中略）～ 

＜図解＞ 

 

（出典：理学部資料） 
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資料 5-③-M アドヴァンスドプログラム、プレ卒業研究 
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（出典：本学ウェブサイト 

(http://www.sci.ocha.ac.jp/news/2017/d003955.html) 

（http://www.sci.ocha.ac.jp/news/2018/d005984.html）） 
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Web資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

Web資料5-③-1 
４年次での大学院博士前期課程授業聴講制度（「2017年履修ガイド」p.51 ） 
(http://www.ocha.ac.jp/campuslife/registration/index2017_d/fil/2017ug2_gaiyou.pdf) 

Web資料5-③-2 
学部学生交流協定に基づく単位互換制度（「2017年履修ガイド」p.56 ） 
(http://www.ocha.ac.jp/campuslife/registration/index2017_d/fil/2017ug2_gaiyou.pdf) 

Web資料5-③-3 
21世紀型文理融合リベラルアーツのウェブサイト 
(http://www.ocha.ac.jp/campuslife/la/index.html) 

Web資料5-③-4 
研究者情報(大学ウェブサイト「お茶の水女子大学研究者情報」) 
(http://researchers.ao.ocha.ac.jp/) 

 

【分析結果とその根拠理由】 

学生個々の習熟度に配慮した理系補完教育、授業履修の柔軟性、インターンシップや国内外の他大学で取得

した単位認定などにより、授業科目や教育内容の多様化をはかっている。複数プログラム選択履修制度や卒研

シフトのシステムにより、学生一人ひとりの意欲やニーズに柔軟に対応する教育課程が構築されている。教員

は個々の研究内容を反映した授業を行うことに加え、学術動向の情報を伝えている。また、社会的要請の高い

系列科目群を設定している。さらに、学士・修士一貫教育トラックによる教育によって、質の高い教育・研究

を行っている。 

これらのことから、教育課程の編成又は授業科目の内容において、学生の多様なニーズ、学術の発展動向、

社会からの要請等に配慮していると判断する。 

 

 

観点④： 教育の目的に照らして、講義、演習、実験、実習等の授業形態の組合せ・バランスが適切であり、

それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法が採用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

理学部の各学科において、それぞれの分野の学問体系や特質に合わせ、基礎知識の習得と論理体系が確実に

修得できるような科目配置と授業内容が設定され、科目群のシステム化（各学科内の分野の系統化や基礎的な

内容から専門性の高い内容に至る科目の年次進行等）や、必修、選択の割合、授業の形態（講義、演習、実習

など）が十分に設計された上での配置となっている。理学部履修規程のほか、各科目の履修の要件、順序、時

期などが細かく記された各学科の履修規程（理学部授業科目履修案内）が定められている。また、複数プログ

ラム選択履修制における主及び強化プログラムにおいても、理学部では講義を中心としながら、理解を深める

ための実験・実習・演習を各学問分野のニーズに応じたバランスで課している（資料5-④-A）。 

各授業を担当する教員は、当該科目の指導に相応しい研究経歴を持ち（前掲Web資料5-③-4（p.47））各専

門分野の知識に基づき、学生の理解を深めるのに適した教育プランと学習指導方法を実施している（前掲別添

資料 5-②-2（p.33））。さらに、学習効果の向上と指導の効率化を目的としてＴＡが活用され、特に演習、実

験・実習でその効果の向上を図っている（資料5-④-B）。 

平成28年度まで文部科学省の支援事業に採択されていたグローバル人材育成支援事業による取組により、

外国語の必修単位が増加され、語学力の強化を図っている（前掲資料 5-③-K）。また、平成 28 年度から開始

された、成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成（enPiT）「ビッグデータ・ＡＩ・クラウド技術を用

いた課題解決人材育成」では、基礎的な講義ばかりでなく、短期集中合宿やハンズオン形式の実践的な演習へ

の取組がなされている（前掲資料5-③-K（p.43））。 
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資料5-④-A 学部の開講授業形態 

年

度 

学部・学科 講義 演習 実験 実習 合計 

平 

成 

28 

年 

度 

理学部 328 70 26 24 448 

数学科 73 14 0 0 87 

物理学科 87 18 11 0 116 

化学科 41 2 13 0 56 

生物学科 61 6 2 21 90 

情報科学科 66 30 0 3 99 

平 

成 

29 

年 

度 

理学部 284 62 43 23 412 

数学科 69 6 0 0 75 

物理学科 66 17 29 2 114 

化学科 41 6 11 0 58 

生物学科 50 6 3 18 77 

情報科学科 58 27 0 3 88 

（出典：学務課資料） 

 

資料5-④-B 授業形態別ＴＡ配置科目数（専門科目） 

年度 学部 講義 演習 実験 実習 実験・実習 合計 

平 

成 

28 

年 

度 

文教育学部 30 29 0 7 0 66 

理学部 10 7 15 15 0 47 

生活科学部 18 7 8 13 1 47 

 合計 58 43 23 35 1 160 

平 

成 

29 

年 

度 

文教育学部 31 32 0 8 0 71 

理学部 12 7 14 18 0 51 

生活科学部 17 10 7 17 0 51 

 合計 60 49 21 43 0 173 

（出典：学務課資料） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

講義・演習・実験・実習等の科目の組合せとバランスは、各分野の教育目的、分野の特性に応じて編成され

ている。各授業を担当する教員は、各専門分野の知識に基づき、学生の理解を深めるのに適した教育プランと

学習指導方法を実施している。さらに、科目内容に応じて、ＴＡの配置により学習効果の向上と指導の効率化

を図っている。また、文部科学省支援事業により語学力の強化が図られているほか、「ビッグデータ・ＡＩ・

クラウド技術を用いた課題解決人材育成」では、実践的な演習への取組がなされている。 

これらのことから、教育の目標に照らして授業形態の組合せ・バランスは適切であり、それぞれの教育内容

に応じた適切な学習指導法が採用されていると判断する。 
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観点⑦： 基礎学力不足の学生への配慮等が組織的に行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

理系科目における分野間の相互的な基礎学力補完のために、高校で未履修の理科科目の補完授業（「生物学

サプリメント」「物理学サプリメント」）を開講し、入学後のオリエンテーションにおいて該当学生には履修を

薦めている（資料5-⑦-A）。さらに、教員の「スーパーバイザー制」、「オフィスアワー」等により、学生が個

別に相談しやすい体制を取り、シラバス等で周知している（資料 5-⑦-B、C）。化学科では、実習科目として

１年次前学期に入門的な「基本化学実験Ⅰ」を配し、高校での化学実験経験の差を初期に解消し、課題レポー

トを通じて、自主学習の習慣づけと基礎学力の不足を補填している。全学的に実施されている事例として、英

語教育においては、入学時のＴＯＥＦＬ ＩＴＰテストの結果に基づく習熟度別クラス編成を行っている（Web

資料5-⑦-1）。 

成績不振学生に対しては、学務課の資料を基に学科単位で当該学生との面談を行い、履修状況、成績不振の

原因等について確認し、学業成績向上を目的として個別指導を行っている（資料5-⑦-D）。 
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資料5-⑦-A 理科サプリメントシラバス例 

（出典：シラバス（http://tw.ao.ocha.ac.jp/syllabus/index_search.cfm?jugyo=17N0052））
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資料5-⑦-B 化学科Webサイト「教育と研究のサポート」 

（出典：大学ウェブサイト（http://www.sci.ocha.ac.jp/ug/chemhp/gakkamenu/support.html）から抜粋） 

 

資料5-⑦-C オフィスアワーを掲載したシラバス例 

（出典：シラバス（http://tw.ao.ocha.ac.jp/syllabus/index_kamoku.cfm?jugyo=17C4001）） 
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資料5-⑦-D 成績不振学生の個別指導結果 

 

（出典：平成29年第7回教授会資料） 

 

  

 
成績不振学生の個別指導結果 

○ 人数 
学部 学科、コース・講座 人数 

文教育学部 人文（哲学） ０ 
人文（歴史） １ 
人文（地理） ２ 
言語（日文） ４ 
言語（中文） １ 
言語（英文） ７ 
言語（仏文） ４ 
人社（社会） ３ 
人社（教育） ０ 
人社（心理） １ 
芸術（舞踊） １ 
芸術（音楽） ２ 
グロ文 ４ 

理学部 数学科 １ 
物理学科 ２ 
化学科 ６ 
生物学科 １ 
情報科学科 ３ 

生活科学部 食物栄養学科 ２ 
人間・環境科学科 ０ 
人間生活学科（発臨） ４ 
人間生活学科（生社） ０ 
人間生活学科（生文） ３ 

合計 ５２ 
 
○ 成績不振に至った理由            ※複数回答あり 

理由 人数 
勉学不足 １５ 
履修計画の不備（履修放棄等） １３ 
アルバイト、サークル活動等による 
基本的生活の乱れ 

１８ 

病気、体調不良 １５ 
勉学意欲低下 １１ 
進路の再考 ３ 
家庭の事情 ３ 
その他 １３ 
合計 ９１ 
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Web資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

Web資料5-⑦-1 
外国語（英語）のクラス編成（「2017年履修ガイド」p.33 ） 
(http://www.ocha.ac.jp/campuslife/registration/index2017_d/fil/2017ug2_gaiyou.pdf) 

 

【分析結果とその根拠理由】 

基礎力不足学生への配慮は、高校で未履修の物理、生物の補習授業に対応したサプリメント科目の開講、教

員の「オフィスアワー」制度を活用するなどの体制をとっている。これらのことから、基礎学力不足の学生へ

の配慮等が組織的に行われていると判断する。 

 

 

観点⑧： 学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）が明確に定められているか。 

 

【観点に係る状況】 

理学部の学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）は、学科ごとに明確に定めて、入学者全員に配布する履

修ガイドに掲載するとともに、本学ウェブサイトに掲載されている（資料5-⑧-A）。理学部の教育目標、学科

編成と学習目標は、それぞれ、理学部カリキュラム・ポリシー（前掲資料5-①-A（p.26））の１と２〜５の内

容に対応している。また、学科ごとの学習目標と教育目標で、学科ごとの特色を明記し、各学科が目標とする

専門性と実践力は、各学科のプログラムにより学習できる内容となっている。 
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資料5-⑧-A 本学ウェブサイト『 学士課程ディプロマ・ポリシー 』 
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（出典：大学ウェブサイト（http://www.ocha.ac.jp/program/diploma_policy/undergrad.html）） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

理学部及び理学部各学科のディプロマ・ポリシーは履修ガイド及びウェブサイトに掲載して、入学者全員に

周知されている。また、理学部の目標に定められた自然科学の教養・専門性・研究実践力を持った人材の育成

は、理学部の各学科のプログラムを履修することによって身に付けられるべき知識や能力であることから、カ

リキュラム・ポリシーとの一体性・整合性も満たしている。 

これらのことから、学位授与方針が明確に定められていると判断する。 

 

 

観点⑪： 学位授与方針に従って卒業認定基準が組織として策定され、学生に周知されており、その基準に従

って卒業認定が適切に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

理学部の卒業認定基準は学則第16条（資料5-⑪-A）及び理学部履修規程に定められており、『履修ガイド』

（Web資料5-⑪-1）として学生に配付するとともに理学部各学科で行う新入生オリエンテーションにおいて全

員に説明している。 

教員は学則（前掲資料5-⑪-A）、理学部履修規程（Web資料5-⑪-2）に基づき、成績評価の方法（出欠、レ

ポート、試験の評価割合など）を策定し、シラバス等を通じて学生への周知を図っている（前掲資料 5-③-A

（p.34）、5-⑦-B）。 

卒業要件である卒業論文・卒業研究については、各学科において成績評価基準を取り決めており、卒論指導

や卒論構想発表会等の機会を通じて学生に周知が図られている（Web資料5-⑪-3、Web資料5-⑪-4）。各学科

ごとに卒業認定審査を行い、最終的には理学部教授会の審議を経て卒業認定を行っている（前掲資料5-⑪-A）。 

  



お茶の水女子大学理学部 基準５ 

- 56 - 

 

別添資料・Web資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

Web資料5-⑪-1 
学則第16条（「2017年履修ガイド」p.220） 
(http://www.ocha.ac.jp/campuslife/registration/index2017_d/fil/2017ug5_kitei.pdf) 

Web資料5-⑪-2 
理学部履修規程（「2017年履修ガイド」p.248） 
(http://www.ocha.ac.jp/campuslife/registration/index2017.html) 

Web資料5-⑪-3 
学位規則 
(http://www.ocha.ac.jp/reiki/reiki_honbun/x243RG00000003.html) 

Web資料5-⑪-4 
学位規則（「2017年履修ガイド」p.270） 
(http://www.ocha.ac.jp/campuslife/registration/index2017_d/fil/2017ug5_kitei.pdf) 

 

【分析結果とその根拠理由】 

学位授与方針に従って理学部各学科の卒業認定基準が策定され、理学部の全ての学生に周知されている。ま

た、その基準に従った成績評価の方法も理学部の全ての学生に周知されている。各学科の卒業認定審査及び理

学部教授会での審議を経て卒業認定を行っている。 

これらのことから、卒業認定基準に従って卒業認定基準が組織として策定され、学生に周知されており、そ

の基準に従って卒業認定が適切に実施されていると判断する。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

○ 理学部の教育目標及び各学科の人材育成の理念が明確に定められ、それに即した教育課程を編成し実施

と卒業認定が適切に実施されている。特に、自然科学の様々な領域において、多様な人々と協働して新た

な価値を想像できる人材の育成という教育目標に即し、学生の志向に応じて履修選択できる細やかなカリ

キュラム編成が工夫され、学生の科目選択の自由度が大幅に増大した。生物学科の「特別研究」の早期履

修制度、グローバル人材育成事業、「ビックデータ・ＡＩ・クラウド技術を用いた課題解決人材育成」な

資料5-⑪-A 卒業認定に関する規則 

国立大学法人お茶の水女子大学学則（抜粋） 

(卒業) 

第16条 学部に４年以上在学し、定められた授業科目を履修し、124単位以上を修得した者は、卒業者としてこ

れに卒業証書を授与する。ただし、生活科学部食物栄養学科については、138単位以上を修得した者とする。 

国立大学法人お茶の水女子大学教授会規則（抜粋） 

(審議事項) 

第４条 教授会は、次に掲げる事項について審議し、学長が決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

(１) 学生の入学、卒業及び課程の修了 

(２) 学位の授与 

(３) 教育課程の編成 

(４) 教員の教育研究業績の評価 

(５) その他学長が必要と認めた事項 

（出典：大学規則集） 
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ど、個々の学生が保有する多様な資質を伸ばし、様々な社会的課題を解決する人材の育成という社会のニ

ーズに対応した新たな取組を行なっている。 

 

【改善を要する点】 

○ 該当なし 
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基準６ 学習成果 
 

（１）観点ごとの分析 

 

観点①： 各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付けるべき知識・技能・態度等について、単位修得、

進級、卒業（修了）の状況、資格取得の状況等から、あるいは卒業（学位）論文等の内容・水準から

判断して、学習成果が上がっているか。 

 

【観点に係る状況】 

理学部学生の平均単位修得数は、おおむね142.1であり（資料6-①-A、教職課程の履修単位を含む）、卒業

要件である124単位を十分に上回っている。しかし、単位取得数は年々減少しており、卒業要件に合わせて取

得する科目を絞り込んでいる学生が増加している傾向が見られる。 

理学部生の４年間での卒業率は、平成28年度は93.5％で平成29年度は90.2％であった（資料6-①-B）。

また、標準修業年限内×1.5年内卒業率は平成28年度は93.6％であり、平成29年度は95.8％であった（資

料6-①-C）。留年率は平成28年度が3.8%で平成29年度が1.9%、休学率は平成28年度も平成29年度もとも

に0.5%であったのに対し、退学率は平成28年度が0.9%で平成29年度が0.3％であった（資料6-①-D）。４年

間で卒業要件を満たせなかった学生が一定数いるものの、概ね 95%の入学者が６年以内に、99.4%の入学者が

８年以内には卒業していることが判明した。 

資格取得に関しては、教職免許取得率が平成28年度は18.6％であり、平成29年度は15.2%であり、２年間

の平均は16.9％であった（資料6-①-E）。さらに、博物館学芸員の資格取得者が平成28年度には３名、平成

29年度には６名いる（資料6-①-F）。 

卒業研究及び論文の内容は極めて高い水準にある。このことを裏付けるように、博士前期課程（理学専攻及

びライフサイエンス専攻生命科学コース）への進学後に、卒業研究の成果をもとに、国内外の学会発表、学会

誌への論文投稿が数多くなされている（資料6-①-G）。 

 

資料6-①-A 平成28，29年度 理学部卒業生の平均修得単位数（在学期間４年間の学生のみ） 

 

 平成28年度卒業者 平成29年度卒業者 平均修得単位数 

理学部 148.4 135.8 142.1 

（出典：学務課資料） 

 

資料6-①-B 平成28, 29年度 理学部 標準修業年限内（4年）卒業率 

 

学部 平成28年度卒業者 平成29年度卒業者 

理学部 93.5％ 90.2％ 

（出典：学務課資料） 
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資料6-①-C 平成28, 29年度 理学部 標準修業年限内×1.5年内卒業率 

 

学部 平成28年度卒業者 平成29年度卒業者 

理学部 93.6％ 95.8％ 

（出典：学務課資料） 

 

資料6-①-D 理学部の留年・休学・退学の状況 

 

 

平成28年度 平成29年度 

全学生数 

［前年度］(a) 

対象となる

学生数 

(b) 

対象となる学

生の率 

(b/a) 

全学生数 

［前年度］

(a) 

対象となる

学生数 

 (b) 

対象となる学

生の率 

(b/a) 

留年 560 21 3.8％ 567 11 1.9％ 

休学 560 3 0.5％ 567 3 0.5％ 

退学 560 5 0.9％ 567 2 0.3％ 

                                                                   （出典：学務課資料） 

 

資料6-①-E 理学部教職免許取得者数 

 

区 分 

平成28年度 平成29年度  

 卒業者数 

(ａ) 

教職免許取得

者数(ｂ) 

取得率 

(ｂ/ａ) 

卒業者数 

(ａ) 

教職免許取得

者数(ｂ) 

取得率 

(ｂ/ａ) 
 

 理学部 145 27 18.6% 138  21 15.2%  

 （出典：学務課資料）  

 

資料6-①-F 平成28, 29年度 理学部博物館学芸員資格修得状況 

 
区分 平成28年度卒 平成29年度卒  

 
博物館学芸員 3 6  

 （出典：学務課資料）  

 

資料6-①-G 平成28年度大学院前期課程理学専攻及びライフサイエンス専攻生命科学コース所属学生による業績 

  論文数 国内学会発表数 国際学会発表数  

 理学専攻 109 38 16  

 ライフサイエンス専攻・生命科学コース 62 14 2  

（出典：学務課資料）  

 

【分析結果とその根拠理由】 

学生には、各自の興味に応じて履修する科目を絞り込み、各自の目標に照らして無理の無い履修をする傾向

が見られる。その結果、学習が順調に行われていることが、休学と退学率の低さ、卒業率が高さからわかる。



お茶の水女子大学理学部 基準６ 

- 60 - 

また、卒業直後の研究業績が出ていること、教職免許取得者や博物館学芸員の資格取得者もいる。 

これらのことから、各学年や卒業（修了）時等において学生が身に付けるべき知識・技能・態度等について、

学習成果が上がっていると判断する。 

 

 

観点②： 学習の達成度や満足度に関する学生からの意見聴取の結果等から判断して、学習成果が上がってい

るか。 

 

【観点に係る状況】 

全学的に授業評価アンケートを実施し、学生の教育に対する満足度等を聴取し、その集計結果を授業アンケ

ート結果フィードバックシステム「nigala」（Web資料6-②-1）にまとめて各授業担当者にフィードバックし

ている。平成28、29年度の集計データ（資料6-②-A）によると、理学部専門の授業全般に対する評価はおお

むね高く、100%満点に対する評価は、内容理解(68～69%)、教員の熱意と有意義性(70～71%)、興味・関心の高

揚(69%)となっている。 
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資料6-②-A 授業評価アンケートの学部別集計結果 

【平成28年度】（回収率：前期96.0％、後期89.9％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成29年度】（回収率：前期96.1％、後期84.2％） 

 
シラバス

の適切性 

授業外学
習時間（１

回あたり
／時間） 

内容理解 
教員の熱
意と有意
義性 

説明のわ
かりやす

さ・授業の
工夫 

意 欲 喚
起・意欲的
参加 

興味・関心

の高揚 

評価法の

適切性 

平均 72.61  0.83  72.95  73.76  73.32  72.46  73.20  73.17  

ＬＡ科目 75.81  0.58  75.29  76.22  76.75  76.22  76.47  76.14  

情報科目 71.32  0.49  70.35  71.66  71.25  70.05  70.10  71.97  

外国語科目 71.69  0.99  72.45  72.35  72.32  71.71  71.41  73.34  

スポーツ健康科目 73.16  0.21  75.30  72.89  74.11  72.97  72.85  74.13  

文教育専門科目 75.51  1.26  75.48  77.12  75.90  74.98  76.70  75.58  

理学専門科目 67.23  1.05  68.10  69.32  68.22  67.45  68.71  68.82  

生活科学専門科目 72.59  1.10  72.53  74.31  72.88  72.23  73.74  72.41  

全学共有科目 72.72  0.84  72.39  73.79  73.34  72.46  73.51  72.34  

教職科目 73.45  0.99  74.68  76.20  75.12  74.05  75.34  73.79  

注）授業外学習時間以外の数値は、100を最高値とする満足度を表す。 

 

 
シラバス
の適切性 

授業外学
習時間（１
回あたり

／時間） 

内容理解 

教員の熱

意と有意
義性 

説明のわ
かりやす
さ・授業の

工夫 

意 欲 喚

起・意欲的
参加 

興味・関心
の高揚 

評価法の
適切性 

平均 72.69  0.86  73.35  74.37  73.70  72.99  73.49  73.61  

ＬＡ科目 72.23  0.60  73.65  75.45  74.17  73.48  75.02  73.00  

情報科目 72.62  0.46  72.05  72.09  71.76  70.77  70.60  73.36  

外国語科目 72.85  0.99  73.15  73.64  73.33  72.41  72.37  74.46  

スポーツ健康科目 73.63  0.20  75.38  73.22  75.28  74.25  72.85  73.65  

文教育専門科目 76.01  1.35  76.23  78.11  76.75  75.90  77.68  76.58  

理学専門科目 69.25  1.18  68.87  70.52  69.58  69.05  69.21  70.61  

生活科学専門科目 72.12  1.06  72.38  74.75  72.98  72.55  73.80  72.81  

全学共有科目 72.41  0.88  74.89  77.06  76.95  75.73  76.73  76.08  

教職科目 73.07  0.99  73.56  74.50  72.51  72.80  73.16  71.97  

（出典：教学ＩＲ・教育開発・学修支援センター資料） 

 

Web資料一覧 

資料番号 資料名又は掲載内容(ＵＲＬ、該当頁又は該当条文) 

Web資料6-②-1 
授業アンケート結果フィードバックシステム「nigala」 
(https://crdeg4.cf.ocha.ac.jp/nigag/) 

 

【分析結果とその根拠理由】 

学生からの学習の達成度や満足度に関する意見は、学部授業評価アンケートを実施して徴収している。その

結果は担当教員にフィードバックされ、全学的なＦＤの取組にも活用されている。また、本アンケートの結果

から、理学部の学生の教育全般に対する満足度の高さが確認される。 
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これらのことから、授業評価等、学生からの意見聴取の結果から判断して、学習成果が上がっていると判断

する。 

 

 

観点③： 就職や進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績から判断して、学習成果が上がっている

か。 

 

【観点に係る状況】 

理学部の学生の卒業後の進路の状況（資料6-③-A）から大学院に進学する割合が65.5％（平成28年度）と

66.4％（平成 29 年度）であり、３学部の中では群を抜いて高い値となっており、学部の学習で専門分野への

興味を育てられている。また、就職希望者の就職率は95.7％（平成28年度）と100.0％（平成29年度）であ

り、申し分ない。社会のニーズに合う学生を育てられていると判断できる。尚、平成 28 年度の進路調査の未

回答者は４名で、回答率は97.2％、平成29年度は９名で93.4％であり、正確性が高いデータであるため、高

い進学率、就職率を維持しているといえる。進学先については、本学の大学院が平成28年度、平成29年度と

もに80名で、他大学大学院が平成28年度が15名、平成29年度が11名となっている（資料6-③-B）。進学す

る大多数の学生（約84%）が本学の大学院を選択している。就職先は研究職、総合職、教員等、多様である（資

料 6-③-B）。卒業生の研究表彰及び叙勲では、紫綬褒章の受章などがある（資料 6-③-C）。また、卒業生の新

聞記事等のメディアへの記載(134 件)については、大学や学校関係者の理系女性教育に関する内容のほか、研

究者、作家、アナウンサー、ボートレーサーとなった卒業生の理系女性としての活躍を示すものが多い（資料

6-③-C）。 

 

資料6-③-A 進路の状況 

 

 

  

資料6-③　進学・就職率（平成30年４月１日現在）

進学
者数
(b)

進学
率

(b/a)

就職
者数
(d)

就職
率

(d/a)

就職
希望
者数
(c)

就職
希望
者の
就職

進学
者数
(b)

進学
率

(b/a)

就職
者数
(d)

就職
率

(d/a)

就職
希望
者数
(c)

就職
希望
者の
就職

文教育学部 212 42 19.8% 143 67.5% 149 96.0% 230 50 21.7% 148 64.3% 152 97.4%

理学部 145 95 65.5% 44 30.3% 46 95.7% 137 91 66.4% 37 27.0% 37 100.0%

生活科学部 138 40 29.0% 96 69.6% 97 99.0% 153 39 25.5% 99 64.7% 101 98.0%

学部　計 495 177 35.8% 283 57.2% 292 96.9% 520 180 34.6% 284 54.6% 290 97.9%

大学院人間文
化創成科学研
究科
（博士前期）

227 29 12.8% 155 68.3% 167 92.8% 215 32 14.9% 150 69.8% 159 94.3%

（出典：学生・キャリア支援課）

学部・研究科

平成28年度 平成29年度

卒業
者数
(a)

進学状況 就職状況

卒業
者数
(a)

進学状況 就職状況
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資料6-③-B 進学先と就職先の状況 

 

（出典：学生・キャリア支援課資料） 
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資料6-③-C 卒業生の社会での活躍状況 
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（出典：企画戦略課（広報担当）資料） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

 理学部卒業生の進学率は65％以上を維持しており、３学部の中で最も高い。また、進学する学生のうち84％

が本学の大学院を選択している。このことは、学部の教育によって専門分野に対する興味が育っていることを

示すものである。就職希望者の就職率もほぼ100％と高い状態を維持しており、就職先も様々な業種に渡って

多様である。社会のニーズにあった学習がこのような高い就職率に結び付いていると判断できる。 
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これらのことから、就職や進学の状況から、学習成果が上がっていると判断する。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

○ 卒業生の65％以上が進学し、そのほとんどが本学の大学院を選択している。また、就職率が高く、就職

先も教員以外にも多様な職種に広がっていることから、理学部の教育目標である、様々な領域において協

働できる理系人材を育成できている。 

 

【改善を要する点】 

○ 該当なし
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基準７ 施設・設備及び学生支援 
 

（１）観点ごとの分析 

 

観点④： 自主的学習環境が十分に整備され、効果的に利用されているか。 

 

【観点に係る状況】 

学生は入学すると、情報基盤センターからＩＤとパスワードが発給され、理学部建物内にある情報処理教室で

も、ＰＣを用いた自主的学習を行うことが可能である（資料7-④-A）。情報基盤センターは、ＩＴルーム１に70

台、ＩＴルーム２に45台、ＩＴルーム３に36台、ＩＴルーム４に30台、そして附属図書館１階のＰＣスクエ

アに36台のＰＣを管理し、他にＰＣの貸し出しも行っている（前掲資料7-④-A）。さらに、理学部は附属図書

館からも遠くなく、同館での自主的学習を行うにも不便はない（資料7-④-B）。基本的には、理学部で管理する

講義室、演習室は授業のない限り常時学生の自主的学習用に開放している。学科によっては学生が自由に利用可

能な自習室、セミナー室なども整備されている。数学科、情報科学科にはそれぞれ学科図書室があり、物理学科、

化学科、生物学科には共通図書室があり、オープンな閲覧用テーブルが設置されている。 

  



お茶の水女子大学理学部 基準７ 

- 68 - 

資料7-④-A 情報処理教室の状況 

（出典：大学ウェブサイト（http://www.cc.ocha.ac.jp/index.html）） 



お茶の水女子大学理学部 基準７ 

- 69 - 

（出典：「情報センター利用の手引き」の施設案内（p.１）から抜粋） 

 

  



お茶の水女子大学理学部 基準７ 

- 70 - 

資料7-④-B お茶の水女子大学附属図書館のWebサイト 

 

（出典：附属図書館ウェブサイト（http://www.lib.ocha.ac.jp/rinen.html）） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

情報基盤センターの情報処理教室も含め理学部建物内にある講義室、演習室は授業に支障のない限り学生の自

主的学習に利用できる環境にある。学科によっては、自習室、セミナー室が設けられている。附属図書館の自主

的学習環境も利用可能である。 

これらのことから、自主的学習環境が十分に整備され、効果的に利用されていると判断する。 

 

 

観点⑤： 授業科目、専門、専攻の選択の際のガイダンスが適切に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

理学部では、入学時に学科単位で詳細なガイダンスを学内で実施している（新入生オリエンテーション）（資

料7-⑤-A）。教員複数名及び４年次学生又は大学院生数名が各学科のカリキュラムの説明、授業の履修方法、学
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習方法の助言・相談などガイダンスを行っている。教職科目を履修した場合などは特に時間割作成は技術的に容

易でなく、経験のある上級生のアドバイスは新入生にとって非常に便利である。入学行事として組み込まれてい

るため、毎年、新入生のほぼ全員が新入生オリエンテーションに参加している。 

その他、各科ごとに適宜、以下のことを実施している。 

１）毎年度始めに新入生歓迎会を開催している。学科によっては、教員や３年次・４年次学生も参加して交流を

深めるとともに授業科目選択のガイダンスも行っている。例えば生物学科では、多くの在校生が参加して

新入生の時間割作成のサポートをしている。 

２）毎年度ごとに学科全員（学部学生、大学院生、教員）あるいは特定の学年で一泊二日の学外合宿研修あるい

は学内研修を実施し、学年を超えて交流することで教育理念を浸透させるとともに、授業科目や専門、専

攻の選択のガイダンス、あるいは進路選択ガイダンスとして役立っている（資料7-⑤-B）。 
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資料7-⑤-A 新入生オリエンテーションの開催状況 
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（出典：学務課資料） 
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資料7-⑤-B 2017年度物理学科セミナーのプログラム 

   

（出典：物理学科資料） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

理学部では、授業科目や専門の選択の際のガイダンスが年数回、多様な形式で反復的に行われている。 

このことから、授業科目や専門の選択の際のガイダンスが適切に実施されていると判断する。 

 

 

観点⑥： 学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されており、学習相談、助言、支援が適切に行われてい

るか。 

 また、特別な支援を行うことが必要と考えられる学生への学習支援を適切に行うことのできる状況に

あり、必要に応じて学習支援が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

各学科には各学年に学年担当の教員が配置されており、履修や学生生活の種々の相談に対応している。いくつ

かの学科では学生数名に対して教員を配置するスーパーバイザー制をとっている（前掲資料 5-⑦-A（p.50））。

また、オフィスアワーを決め学生からの相談に応じている教員もいる一方、オフィスアワーは特に指定せず、学

生の質問や相談に常時対応している場合もある。どの学科も学年担当教員やスーパーバイザーは毎年交代させる

など教員側負担の均等化などの工夫をしている。履修科目の相談、進路相談や留学に行くべきか否かなど、日常

的に頻繁に相談や助言が行われている。オフィスアワーの日時・場所、教員のメールは半期ごとに大学ウェブサ

イト及びシラバスに掲載し、周知を徹底している（前掲資料 5-⑦-B（p.51））。また、物理学科では、４年次

に各研究室に学生が配属されて卒業研究を行い、配属はできる限り学生の希望に基づいて行われるが、研究室当

たりの人数制限のため必ずしも学生の希望通りの配属でない場合があり、３年次後期に仮配属として、卒研とは

異なる研究室でも学べるように工夫している。物理学科では、実験系の学生が卒業研究を実施することを考慮し

て、教育用予算を実験系研究室に比較的多く配分している。化学科では、排気ダクト完備の新しい実験机に更新
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するなど、卒業研究で実験を行うための設備の改良が行われている。一方、建物の構造上、実験室と学生の居室

を分離できない研究室も見受けられる。情報基盤センターは４つのＩＴルームや附属図書館「ＰＣスクウェア」、

更にはノートＰＣの貸出などで共用コンピュータを管理しており、学習支援の重要な一翼を担っている。理学部

では留学生の人数は少ないが、これまでは比較的良い成績で、大学院博士前期課程まで進学する例が多かった。

留学生の多くは日本語を勉強した後で入学するが、必要であれば教員が英語で説明することが可能である。また、

障害学生の支援状況については、大学全体の取組として、障害学生支援委員会を平成28年４月に設置し、支援

に適応できる体制を整えている。理学部においても、身体などに障害をもつ学生の入学例は多くはないが、これ

までの事例においては、学生の状況や要望に応じて個別に対応を行っている。設備面では、建物玄関のバリアフ

リー化が行われているものの、その他の整備は必ずしも十分ではなく、教室などの点字の表示は行われていない。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

各学科には学年毎に学年担当の教員が配置され、さらにスーパーバイザー制などの各学科の工夫により、きめ

細やかな相談、助言が適切に行われている。実験で卒業研究を行う学生の支援も工夫されている。 

これらのことから、学習支援に関する学生のニーズが適切に把握されており、学習相談、助言、支援が適切に

行われているとともに、特別な支援を行うことが必要と考えられる学生への学習支援を適切に行うことのできる

状況にあり、必要に応じて学習支援が行われていると判断する。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

○ ４つのＩＴルームの各部屋には30台から70台のＰＣが用意されており、学内の情報基盤並びに学習環境

は数年前の状況と比較するとかなり整備されつつある。  

 

【改善を要する点】 

○ 実験科学分野では、日本の主な研究機関や主要大学の学習環境と比較して、実験スペースと分離した学習

スペースの整備はできておらず、今後の整備が望まれる。また、障がいがある学生に対する施設整備も今後

の課題である。 
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基準８ 教育の内部質保証システム 
 

（１）観点ごとの分析 

 

観点①： 教育の取組状況や大学の教育を通じて学生が身に付けた学習成果について自己点検・評価し、教育の

質を保証するとともに、教育の質の改善・向上を図るための体制が整備され、機能しているか。 

 

【観点に係る状況】 

本学は、教育研究活動の質的な向上を図るために、「国立大学法人お茶の水女子大学評価指針」を制定してい

る。この評価指針に基づき、「国立大学法人お茶の水女子大学部局別評価要項」が定められており、理学部にお

いては学部長及び各学科１名の教員から構成される自己点検・評価委員会を組織し、自己点検・評価を行ってい

る。平成29年度は自己点検・評価委員会を４回開催し、自己評価書の執筆を行った。改善を要する点に関する

対応についても話し合いが行われ、教育の質の改善に繋げている。 

また、理学部教授会、各学科会議、カリキュラム委員会では、適宜、教育の質の向上、改善について検討して

いる。平成29年度後期の理学部教授会では、履修者数の推移のデータに基づいて、理学部で開講している基礎

科目開講の継続及びＬＡ科目新設について議論された（資料8-①-A）。各学科の学科会議において、例えば注意

すべき学生の情報などを共有し、授業効果を高める工夫が議論されている。 

この他、学生による授業アンケートの統計的データ及びコメントによって、教員が授業を客観的に見ることが

でき、教員の授業改善の努力につながっている。データや資料の収集・蓄積も組織的に行われている。学務と授

業に関する基本的なデータや資料は、学務課に収集・蓄積されている。学生の論文等は、部局又は附属図書館に

系統的に保管され、閲覧可能な状況になっている。博士論文は附属図書館に保管されているとともに、ウェブサ

イトでも題目を公開している（資料8-①-B）。教員活動状況データベースでは、教員の教育の状況について、活

動の実態を示すデータや資料を適切に収集し、蓄積している（資料8-①-C、D）。 
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資料8-①-A カリキュラムの改善に関する検討例 

 

平成２９年度 第７回 理学部教授会議事録 
 

日  時  平成２９年１１月８日（水）１５時５０分～１７時００分 

出 席 者  ４２名 

 

Ⅰ．前回議事録の確認 平成２９年１０月１１日（水）          【Aipo】 

 

Ⅱ．報告事項 

２．委員会等報告                        【委員会等報告資料】 

リベラルアーツ部会                       １０／１８ 

・理学部からはＬＡ演習科目を６科目出すことになった。実験を扱う科目が必要ではないか。 

・アサイン登録（11～12月） 

・シラバスは１月に入力 

・三浦理事からの要請。科目タイトルに対象と方法を書いてほしい。文系学生にもわかりやすく。 

学務部会                             １１／２ 

・平成３０年度非常勤講師枠の配分について（53コマ分。昨年度から増） 

・教務カレンダーについて（土曜日の振り替えは土曜日に行う。２コマやる） 

・基礎講義の数学科開講科目の教養科目の取り扱いについて（今後ＬＡ部会で検討） 

    ・情報科学科開講科目の専任教員受け持ちについて（専任教員に担当するよう要請。講義内容の見直し

については１年かけて検討していく 

 

（出典：平成29年度第7回理学部教授会議事録より抜粋） 
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資料8-①-B  お茶の水女子大学博士論文リスト 

 

（出典：附属図書館ウェブサイトから抜粋（http://www.lib.ocha.ac.jp/gakui.html）） 
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資料8-①-C 教員活動状況データベース 

 

 

（出典：企画戦略課（評価担当）資料） 
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資料8-①-D 教員個人活動評価の体制  

（出典：企画戦略課（評価担当）資料） 
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【分析結果とその根拠理由】 

理学部では、自己点検・評価委員会を組織し、自己点検・評価を実施している。理学部教授会、各学科会議、

カリキュラム委員会では、教育の質の向上、改善について検討している。授業アンケートは、教員の授業改善の

努力につながっている。また、データや資料は組織的に収集・蓄積されている。 

これらのことから、教育の取組状況や大学の教育を通じて学生が身に付けた学習成果について自己点検・評価

し、教育の質を保証するとともに、教育の質の改善・向上を図るための体制が整備され、機能していると判断す

る。 

 

 

観点③： 学外関係者の意見が、教育の質の改善・向上に向けて具体的かつ継続的に適切な形で活かされている

か。 

 

【観点に係る状況】 

理学部は、学科単位で、学外関係者の意見聴取の取組を実施している。数学科では、夏期数学講習会で、化学

科では化学科研修会に講師として招いた卒業生、桜化会(化学科卒業生、関連大学院修了生及び現旧教員の会)

の行事で、あるいは、ホームカミングデー等において卒業生の声を聞き、意見を参考にしている。平成29年度

時点では教員が得た卒業生及びその関係者からの意見は、学科会議等を通じて、教員間で情報の共有を行い、教

育の質の改善・向上を図っている。 

また、理学部各学科には就職担当教員を配置し(資料 8-③-A)、学外者（特に企業関係者）から直接に本学の

卒業生及び大学院修了生に関する意見を聞く機会も多々ある。全学の取組としては、平成30年１月に「企業・

官公庁・学校からみたお茶の水女子大学の教育と就職活動」調査が実施され、学外関係者の意見を幅広く聴取し

た。その結果の分析が行われ、例えば、今後の大学教育の強化すべき点の一つとして研究者養成教育や課外活動・

ボランティア活動が挙げられており、教育の質の改善に役立てていくことができる（資料8-③-B）。 
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資料8-③-A 就職担当教員一覧（理学部） 

 

（出典：大学ウェブサイトから抜粋（http://www.ocha.ac.jp/employment/company/list.html）） 
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資料8-③-B 「企業・官公庁・学校からみたお茶の水女子大学の教育と就職活動」調査（抜粋） 

２．主な調査結果 

（１）「これからの大学の教育はどのような点に力を入れるべきとお考えですか」（問４） 

 ・企業や官公庁は「グローバル化社会に対応した教育」「情報処理教育」「外国語教育」 

  「キャリア教育」などに期待をしている。 

 

図2. これからの大学の教育はどのような点に力を入れるべきか 

（出典：「2018年1月実施「企業・官公庁・学校からみたお茶の水女子大学の教育と就職活動」調査結果」p.1から抜

粋） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

学外関係者からの意見は各学科で収集し、学科会議などを通じて、教員に還元されている。 

このことから、学外関係者の意見が、教育の質の改善・向上に向けて具体的かつ継続的に適切な形で活かされ

ていると判断できる。 

 

 

観点④： ファカルティ・ディベロップメントが適切に実施され、組織として教育の質の向上や授業の改善に結

び付いているか。 

 

【観点に係る状況】 

平成28年６月には、教育改革部会が主催するファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）研修として、「アク

ティブ・ラーニング」をテーマに、今後の在り方や実践についてのヒントを得るために国内外の専門家を招いて

の講演会や意見交換会が開催された。平成 29 年３月にも、教学ＩＲ・教育開発・学習支援センターが主催する

「シラバス・授業アンケート・学習行動調査」をテーマに、学内教員を発表者とする研修・意見交換会が実施さ

れた。これらのＦＤ研修には理学部の教員も積極的に参加している。さらに、理学部教授会後に、ＦＤ研修とし

て、人権関係の講演会が開催された（資料 8-④-A）。一方、教育の改善に向けた理学部独自のＦＤ研修会はしば

らく開催されていない。 
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資料8-④-A ハラスメントに関するＦＤ研修 

＜ハラスメント等人権委員会・理学部教員研修会＞ 

「アカデミック・ハラスメント等」 

2017年11月8日 

セクシュアル・ハラスメント等人権侵害相談室 

 専門相談員  石 井 美 緒 

 

Ⅰ アカデミック・ハラスメントとは 

 教育・研究上の地位又は権限を利用して、相手に対し、不適切で不当な言動を行うことをいう（ハラスメント

等人権侵害防止ガイドライン3）。 

 その他のハラスメント等人権侵害として、セクシャル・ハラスメント、パワー・ハラスメント、妊娠・出産・

育児・介護休暇等に対するハラスメント、障害を理由とする差別、プライバシー侵害等がある。 

※  セクシャル・ハラスメント：男性も女性も加害者・被害者にもなり得るし、同性に対するものも該当する。

相手の性的指向(人の恋愛・性愛がいずれの性別を対象とするか)又は性自認（性別に関する自己意識）にか

かわらず、該当することがある（平成29年「セクシュアル・ハラスメント指針」に明記）。 

 

Ⅱ ハラスメントを巡るトラブルの背景 

 被害者側の権利意識の高まり ⇔ 加害者側の「従来の常識」の不変 

 加害者側の個人的資質・性格に起因するもの 

 職場環境に起因するもの 

 アカデミックハラスメントの場合：教員の優位性が高い 

理系→チームでの研究・教育が多い。「ピペド」「長時間労働」グローバルな競争下・研究費削減下での成果

発表に対する強いプレッシャーからくる「強い叱責、追い詰め」（一方で、教員が学生に対して研究費等の

「面倒をみる」要素も強い。） 

 

（出典：理学部教員研修会配布資料より抜粋） 

 

【分析結果とその根拠理由】 

理学部では、全学開催のＦＤ研修会に積極的に参加している。また、教授会後に理学部開催のＦＤ研修を実施

している。 

これらのことから、ファカルティ・ディベロップメントが適切に実施され、組織として教育の質の向上や授業

の改善に結び付いていると判断する。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

○ 教育の内部質保証システムとしては、全学的に授業概要、シラバスの作成がなされ、授業評価アンケート

を行うなど、教育の状況を把握するシステムがある。理学部においては、理学部の各学科会議、理学部カリ



お茶の水女子大学理学部 基準８ 

- 85 - 

キュラム委員会が適宜開催され、教育の質の向上、改善の話し合いがなされている。 

 

【改善を要する点】 

○ 教育の改善に向けた理学部独自のＦＤ研修会はしばらく開催されていないため、今後、定期的に開催され

ることが望まれる。 


